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2014（平成26）年度　 
近畿双松会  「総会 講演会 懇親会」次第

１．開会の辞：

２．物故者黙祷：

３．ご挨拶：	 近畿双松会	 押 田  良 樹　会長 （高 11）

４．来賓ご挨拶：	 双松会	 庄 司  肇　会長 （高 11）

	 島根県立松江北高等学校	 泉  雄 二 郎　（新）校長 （高 26）

５．議長の選任：	 押田良樹会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６．議事： 	 (1)  活動報告：松本耕司事務局長（高 16）
	 (2)  会計報告・監査報告： 梅木隆志監事（高 16）
	 (3)  役員の選任：新会長・事務局長ほか新役員の承認

7．閉会の辞：

１．開会の辞：

２．ご来賓紹介：
庄 司   肇　様	 （双松会会長）	 金 平  憲　様	 （同幹事長）
泉  雄 二 郎　様	 （松江北高校校長）	 佐 藤  昌 子　様	 （高 52、同教諭・双松会校内幹事）
宮 﨑  尚 子　様	 （講師・尚絅大学助教）　	 伊 藤  征 治　様	 （近畿松江会会長）
竹 谷   奬　様	 （近畿松江会幹事長）　	 岡 﨑  守 夫　様	 （大阪府立茨木高校校長）
中 村  和 夫　様	 （茨木高校久敬会事務局長）	 岩 井  英 雅　様	 （同広報委員長）

３．乾杯：（音頭）双松会　金平 憲 幹事長

４．会食・懇親・スピーチ：

５．記念写真撮影：（撮影）土田和男常任幹事（高 16）、宍道弘志常任幹事（高 31）

６．校歌斉唱：　　※赤山健児の歌　　※山脈浮かびて（全曲）

７．万歳三唱：　　（音頭）春日敏邦様 （高 5）

８．閉会の辞：                                       ＜終了（解散）：16 時＞

2014年12月7日（日）正午～午後４時（受付開始11時30分）　
於：中央電気倶楽部　5Fホール

【演題】：『川端康成の茨木中学校時代の恩師「倉崎仁一郎（松江中７期）」の真実』 

【講師】：宮 﨑  尚 子 氏　（尚
しょうけい

絅大学文化言語学部助教）	  

　＜講師紹介＞大分県出身。最終学歴 九州大学博士課程。専門は日本近代文学、国語科教育法。川端康成研究家。
　　　　　　　 華道小原流師範。

＜休憩（10 分）…この間、①金平 憲双松会幹事長（高 16）より双松一本の植替え、西川津校舎記念碑
移転工事状況を映像で紹介、②事務局より本年度の各活動状況を映像で紹介＞

◆ 第一部 「平成26年度総会」（正午～ 12時30分）　　　　 司会　三好 資子 常任幹事（高20）

◆ 第二部「講演会」（12時30分～ 13時30分）	 　司会　押田良樹常任顧問（高11）

◆ 第三部「懇親会」（13時40分～ 15時45分） 　　　　　　司会　松本 潤 副会長（高23）　
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事務局

１．2014（平成26）年度新年役員懇親会
（年間活動方針確認）

　恒例の新年役員懇親会は、平成26 年1月31 日(金)

に16名の役員が出席して中央電気倶楽部で開催さ

れ、①昨年度の設立55周年記念総会懇親会を盛況

裡に終えたこと、②「会則改訂」がスムーズにスター

トできたこと、③残るは設立55周年記念会報を無

事発刊することであることを確認した上で、平成

26年度について下記のような運営骨子を了解いた

だきました。

［平成26年度　運営の基本］

①次の60周年に向けての新たなスタートの初年度

であり、若い世代の参加促進を図って地力をつける。

②役員の改選年であることから、総会に向けてス

ムーズに各期ごとに継続、交代の手続きをすすめ、

会を運営する力を充実させる。

③総会講演会懇親会以外の諸行事も例年どおり開

催する。

［ご出席の役員］

＜会長＞押田良樹(高11) ＜副会長＞松本耕司(高

16)・渡辺悟(高20)・松本潤(高23) ＜監事＞梅木

隆志(高16) ＜常任幹事＞山田稔(高5)・加藤巡一(高

14)・金坂喜好(高15)・岩田一志(高19)・三好資子

(高20)・宍道弘志（高31）・冨岡幸子（高35） ＜幹

事＞田村稔久（高6）・山崎杲(高8)・清水良子(高9)・ 

萩野貫悟(高12)  　以上16名

２．2014（平成26）年度「総会 講演会 懇親会」

　平成26年12月7日（日）　正午～ PM4時　於：

大阪市北区堂島「中央電気倶楽部」5F

　一年前の設立55周年記念の集いの熱気がまだ記

憶に新しい中、お馴染みになった堂島の昭和初期

建設のレトロな雰囲気が漂う中央電気倶楽部ビル

に、今年も112名の出席者を迎えて盛大に平成26

年度の総会・懇親会が行われました。

　ご来賓として松江から双松会の庄司肇会長（高

11）、金平憲幹事長（高16）、母校松江北高からは

この春、河原一朗前校長（高23）の後任として江津

高校から着任された泉雄二郎校長（高26）と佐藤昌

子教諭（高52：双松会校内幹事）に、また講演会講

師をお願いした尚
しょうけい

絅大学助教の宮﨑尚子氏には熊

本から遠路ご出席いただき、さらに島根県大阪事

務所の糸原直彦所長（高24）、松江のふるさと会で

ある近畿松江会からは伊藤征治会長、竹谷奨幹事

長をお迎えしました。

　また、今回の宮﨑尚子氏の講演テーマ「川端康成

の茨木中学校時代の恩師「倉崎仁一郎（中7）」の真

実 」に深い関わりのある大阪府立茨木高校から岡崎

守夫校長、同校の同窓会である久敬会から中村和

夫事務局長、岩井英雅広報委員長にもご出席をい

ただきました。

３．第一部：2014（平成26）年度総会

　第一部の総会は三好資子常任幹事（高20）の司会

で始まり、物故者への黙とうに続いて押田会長の

開会の挨拶のあと、双松会庄司会長、松江北高校

泉校長からそれぞれご祝辞をいただきました。（ご

挨拶の詳細は別掲）

　総会議事は、押田会長が議長、松本耕司事務局

長（高16）が報告者となり、①活動報告、②会計報告、

梅木隆志監事（高16）による監査報告がなされ、そ

れぞれ承認されました。（詳細別掲）

　次いで、今年が役員の改選期であることから、

③役員選任の議事に移りました。冒頭、議長であ

る押田会長からご自身が図らずも5年の長きに亘り

会長を勤めていることから後進に道を譲りたいと
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の動議があり、この一年近く検討を重ね、会則に

従っての手続きも終えたので、第九代の後任会長

には現副会長・事務局長の松本耕司氏を推薦した

いとのご提案が諮られ、満場一致で承認されました。

　続いて松本新会長より、押田前会長を常任顧問

に、渡辺悟氏（高20、副会長）を兼事務局長に、三

好資子常任幹事を新しい副会長に選任したい旨の

提案があり、いずれも拍手で承認されました。ま

た松本会長から新しい常任幹事、幹事の紹介と退

任役員の報告があり、いずれも承認されました。

　次いで、押田前会長のこの間の会員の皆様のご

協力に対する御礼の挨拶、松本新会長、渡辺新事

務局長、三好新副会長の受諾と決意表明の挨拶が

あって、総会議事をすべて終了しました。

４．第二部：講演会

　第二部は熊本から尚
しょうけい

絅大学助教の宮﨑尚子氏を

お迎えし、「川端康成の茨木中学校時代の恩師「倉

崎仁一郎（中7）」の真実 」の演題でご講演をいただ

きました。

　初めに、宮崎氏の倉崎仁一郎関係の調査に協力

をされた押田常任顧問から、同じく松江での調査

に貢献のあった石倉昭子さん（高11）のご活躍に触

れながら、今回の講演をお願いするに至った経緯

と講師のご紹介がありました。

　会員以外の方に講師をお願いしたことは初めて

ですが、宮﨑氏は中学時代の川端康成と恩師倉崎

仁一郎の関わりを、興味深い写真を豊富に使用し

たパワーポイントを使って分かりやすくお話いた

だきました。言わば私たちの大先輩の中から松江

の偉人を新しく発掘いただいたとも言えるお話に

会場は大満足、そしてあたたかい空気につつまれ

ました。（講演の抄録は別掲）

　なお、講演会終了後、懇親会までの休憩時間を

利用して、双松会金平幹事長から母校の双松の一

本の植え替え工事、また西川津校舎跡地の記念碑

の移動工事の模様が映像で紹介されました。同じ

くこの一年間の近畿双松会の行事（ゴルフコンペ、

落語や文楽の鑑賞会、歴史ウォーキングや里山ハ

イキング）の模様も映像で報告されました。

５．第三部：懇親会

　第三部は松本潤副会長（高23）の司会で始まりま

した。あらためてご来賓の紹介の後、双松会金平

幹事長のご発声で全員で声高らかに「乾杯」し、懇

親会がスタートしました。

　今回も中63期の大先輩から前年卒業したばかり

の高63期のフレッシュな学生ゲストまで（奇しく

も新旧の卒業期が同じでした）年齢差実に69歳と

いう幅広い年代の世代を超えた楽しい交流の場と

なりました。

　歓談も佳境に入った頃、壇上に最初に登場した

のは、新任の泉校長の激励に駆けつけた同期26期

の4人の皆さん。それぞれ自己紹介や高校時代の思

い出、裏話などを披露され、泉校長を激励いただ

きました。泉校長からもお返しの挨拶がありまし

た。ほのぼのとしたひと時でしたが、泉校長も同

期援軍の到来に心強かったことでしょう。

　続いて、今年は高64期の学生ゲストの皆さん8
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人（大学1 ～ 2年）が団体で登場。佐藤昌子先生か

ら激励の言葉とともに、北高3年時の担任から預

かってきていただいた激励のメッセージが一人一

人に手渡されました。学生の皆さんの嬉しいよう

な恥ずかしいような笑顔が印象的でした。

　さらに、昨年、三味も太鼓もいらない声一本の

荒技で正調安来節を歌われた福本秀一さん（高29）

が再び福岡から駆けつけていただき、同期の手拍

子応援を受けながら名人芸を再現いただき、会場

を酔わせました。（福本さん、来年もよろしくお願

いします。）

　そして最後に、女性最年長のご出席者、田端要

子さん（高1）にスピーチをいただきました。1期の

男性の皆様は近畿双松

会を長く支えていただ

き、今回も多くの皆様

がお元気でご参加いた

だきましたが、女性の

ご参加は初めてである

と思われ、事務局も感

激しました。安来ご出

身の田端さんは、戦後

の学制改革により旧制

松江高女から昭和23年に新制の松江第二高校に編

入、翌年松江第一高校と統合した松江高校の1期

生として昭和25年に卒業されました。当時は男女

共学とはいえ男子は松江中学のあった赤山校舎で、

女子は松江高女のあった母衣町校舎で学ばれたそ

うで、同期の男性とは教室を同じくされたことは

ないと言われる田端さんのお話に、母校の歴史の

長さや重みをあらためて感じさせられました。何

かしら会場があたたかく幸せな雰囲気につつまれ

たひと時でした。田端様、有り難うございました。

　

　しばしの歓談の後、恒例の記念撮影。自称従軍

カメラマンの土田常任幹事（高16）と宍道弘志常任

幹事（高31）により、4組に分かれて全員がにぎや

かに記念のカメラに収まりました。

　

　そして、いよいよエンディングの校歌斉唱。有

志が壇上に上がって「朝日たださす・・と勇壮に始

まる「赤山健児の歌」、そして「山脈浮びて」を全員

で力一杯歌いました。これを歌うために総会にご

参加されている方もいらっしゃるのかもしれませ

ん。

　最後の万歳三唱のご発声は日本画家としてご活

躍中で、諸行事へのご参加で後輩たちにもお顔の

広い春日敏邦さん（高5）にお願いしました。

　力強い万歳三唱は、まさに来年の再会を期す誓

いにも聞こえ、無事、盛況裡にお開きとなりました。

その後、多くの期ごとのグループが思い思いに二

次会を楽しまれたことでしょう。

　以上

■総会・講演会・懇親会を支えていただいた皆様

　当日は多くの役員・有志の皆様のご協力により

開催、終了することができました。下記にお名前

を紹介し、心より御礼を申し上げます。

　○実行委員長：押田良樹（高11） ○総括：松本

耕司（高16）、補佐 渡辺悟（高20） ○第一部司会：

三好資子（高20） ○第二部司会：押田良樹 ○第三

部司会：松本潤（高23）、補佐 山嵜麻里子（高20）、

廣瀬弘美（高29） ○中央電気倶楽部担当：松本潤 

○受付・会計：池田喜美代（高19）、三好資子、山

嵜麻里子、物種慶子（高20）、糸原直彦（高24）、新

宮富美子（高27）、廣瀬弘美、冨岡幸子（高35） ○

会場設営・案内：三成宏二（高16）、梅木隆志（高

16）、岩田一志（高19）、渡辺悟、村田貢（高22） ○

来賓担当：押田良樹、松本耕司、渡辺悟 ○スライ

ド制作：押田良樹、土田和男（高16）　○映像音響・

録音・照明：宍道弘志（高31）、新宮富美子 ○カメ

ラ：土田和男、村田貢、達山暢（高29）、宍道弘志、

冨岡幸子

2014（平成26）年度　「総会 講演会 懇親会」報告　（兼）年間活動方針報告
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タイトルが入ります総会・講演会・懇親会　出席者

ご来賓

卒業期 卒業年 氏名 所属

1 高１１ Ｓ３５ 庄 司  肇   双松会会長

2 高１６ Ｓ４０ 金 平  憲   双松会幹事長 （母衣小 ・ 附属中）

3 高２６ Ｓ５０ 泉 雄 二 郎   島根県立松江北高校校長

4 高５２ Ｈ１３ 佐 藤 昌 子   島根県立松江北高校教諭 ・ 双松会校内幹事 

5 （講師） 宮 﨑 尚 子   尚絅大学助教

6 伊 藤 征 治   近畿松江会会長 （北堀小 ・ 松江一中 ・ 松江商業）

7 竹 谷  奬   近畿松江会幹事長 （八束小 ・ 八束中 ・ 松江高専）

8 岡 﨑 守 夫 　大阪府立茨木高校校長

9 中 村 和 夫 　久敬会 （茨木高校同窓会） 事務局長

10 岩 井 英 雅 　久敬会広報委員長

卒業期 卒業年 氏名 旧姓 出身 （小） 出身 （中） クラブ

11 中６３ Ｓ１８ 肥 塚 隆 正 千駄谷第一 旧松中

12 中６８ Ｓ２３ 青 戸 元 也 島根師範付属 旧松中 剣道 ・ テニス

13 中６８ Ｓ２３ 荒 銀 昌 治 広瀬町 旧松中

14 高１ Ｓ２５ 伊 藤 雅 義 来待 旧松中 生物

15 高１ Ｓ２５ 茢 田 運 三 郎 雑賀 ・ 乃木 旧松中 映画研究会

16 高１ Ｓ２５ 喜 多 川 治 美

17 高１ Ｓ２５ 竹 内 一 郎 加茂町 旧松中 剣道

18 高１ Ｓ２５ 和 田 亮 介 木幡 宍道 旧松中 剣道 ・ バレー

19 高１ Ｓ２５ 田 端 要 子 伊豆賀 安来

20 高２ Ｓ２６ 久 保 田 幸 雄 川津 旧松中 バレーボール

21 高５ Ｓ２９ 春 日 敏 邦 朝日 松江三 美術

22 高５ Ｓ２９ 寺 本 尚 由 朝日 松江三 陸上部

23 高６ Ｓ３０ 田 村 稔 久 北堀 松江一

24 高６ Ｓ３０ 原  卓 司 朝日 松江三

25 高６ Ｓ３０ 引 野 光 夫 揖屋 揖屋 ・ 松江四 バドミントン

26 高６ Ｓ３０ 今 井 廸 子 入江 附属 附属

27 高７ Ｓ３１ 青 戸 俊 夫 生馬 生馬 新聞

28 高７ Ｓ３１ 寺 本 好 弘 岩田 北堀 松江一 バスケット

会員
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タイトルが入ります

会員

卒業期 卒業年 氏名 旧姓 出身 （小） 出身 （中） クラブ

29 高８ Ｓ３２ 山 﨑  杲 久利 （大田） 松江二

30 高９ Ｓ３３ 佐 藤 早 智 子 松村 雑賀 附属 花道 ・ 手芸部

31 高９ Ｓ３３ 清 水 良 子 松尾 北堀 松江一 化学分析

32 高１０ Ｓ３４ 面 白  紘 本庄 本庄 サッカー

33 高１０ Ｓ３４ 佐 藤 菁 治 大野 大野

34 高１０ Ｓ３４ 佐 和 田 丸 頓原 （飯石） 頓原 （飯石）

35 高１１ Ｓ３５ 新 谷 勇 人 北堀 附属 化学分析

36 高１１ Ｓ３５ 太 田  厚 来待 来待

37 高１１ Ｓ３５ 押 田 良 樹 雑賀 松江四 軟式テニス ・ 図書

38 高１１ Ｓ３５ 小 久 江 良 雄 松江四

39 高１１ Ｓ３５ 田 中 一 男 白潟 松江三  宍道湖一周、 ２ ・ ３年連続学年１位

40 高１１ Ｓ３５ 村 尾 俊 治 雑賀 松江四 絵画

41 高１１（松江） Ｓ３５ 石 倉 昭 子 石倉

42 高１１ Ｓ３５ 北 村 雅 子 矢野 津田 松江四 音楽部

43 高１１（松江） Ｓ３５ 佐 藤 裕 子 黒沢

44 高１１ Ｓ３５ 田 村 廸 子 森広

45 高１１ Ｓ３５ 中 尾 長 子 高橋 附属 附属

46 高１２ Ｓ３６ 萩 野 貫 悟 筒井 揖屋 東出雲 ( 揖屋 )

47 高１２ Ｓ３６ 斎 尾 秀 城 雑賀 松江四 生物 ・ 吹奏楽 ・ 弓道

48 高１３ Ｓ３７ 桑 原 洋 史 熊野 附属

49 高１３ Ｓ３７ 永 江 幹 雄 母衣 松江二 化学分析

50 高１３ Ｓ３７ 持 田  勲 津田 松江四 バレー

51 高１３ Ｓ３７ 四 方 田 司 附属 附属 サッカー

52 高１３ Ｓ３７ 藤 田 ト ク 子 小笹 白潟 松江三 ソフト

53 高１３ Ｓ３７ 水 田 昭 子 大村 白潟 松江三 書道部

54 高１３ Ｓ３７ 山 下 倶 子 今井 乃木 松江三 美術

55 高１４ Ｓ３８ 小 泉 勝 是 北堀 松江一 （山口高校へ）

56 高１４ Ｓ３８ 木 幡 晃 正 宍道 附属 陸上部

57 高１５ Ｓ３９ 安 達 和 彦 佐太 附属 バドミントン

58 高１５ Ｓ３９ 金 坂 喜 好 大野 大野

59 高１５ Ｓ３９ 佐 藤 修 介 内中原 松江一 新聞

60 高１６ Ｓ４０ 井 上 伸 久 川津 松江二

総会・講演会・懇親会　出席者
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総会・講演会・懇親会　出席者

会員

卒業期 卒業年 氏名 旧姓 出身 （小） 出身 （中） クラブ

61 高１６ Ｓ４０ 梅 木 隆 志 森山 （下宇部尾分） 美保関北 陸上部

62 高１６ Ｓ４０ 土 田 和 男 内中原 松江一 バドミントン

63 高１６ Ｓ４０ 松 本 耕 司 本庄 本庄 陸上部

64 高１６ Ｓ４０ 三 成 宏 二 附属 附属

65 高１６ Ｓ４０ 森 藤 哲 章 広瀬 広瀬

66 高１６ Ｓ４０ 山 田 敬 子 矢壁 松原 （浜田） ・ 川本 ・ 益田 益田東 ・ 浜田二 ・ 浜田高 美術

67 高１７ Ｓ４１ 岡  久 夫 法吉 松江一 陸上部

68 高１８ Ｓ４２ 小 田 一 美 内中原 松江一 天文気象

69 高１９ Ｓ４３ 岩 田 一 志 荒島 （安来） 安来三 バレー ・ 文芸

70 高１９ Ｓ４３ 万 波 迪 義 附属 附属 陸上部

71 高１９ Ｓ４３ 元 栄  徹 成相 飯梨 （安来） 安来三

72 高１９ Ｓ４３ 池 田 喜 美 代 川原 北堀 松江一 考古学

73 高２０ Ｓ４４ 浜 見 良 樹 松原 （浜田） 浜田二 野球部

74 高２０ Ｓ４４ 渡 辺  悟 附属 附属 ボート部

75 高２０ Ｓ４４ 三 好 資 子 恩田 北堀 松江一 （帰宅部）

76 高２０ Ｓ４４ 物 種 慶 子 北脇 本庄 附属

77 高２０ Ｓ４４ 山 嵜 麻 里 子 木村 益田 ・ 松原小 （浜田） 浜田二 ・ 松江一 双曲 （お琴）

78 高２２ Ｓ４６ 内 藤 清 志

79 高２２ Ｓ４６ 村 田  貢 西郷 西郷 バンド活動　早弁クラブ

80 高２３ Ｓ４７ 朝 比 奈 博 則 吉田 （安来） 安来二 野球部

81 高２３ Ｓ４７ 松 本  潤 安来 安来一

82 高２３ Ｓ４７ 森 脇 泰 雄

83 高２３ Ｓ４７ 松 本 幸 子 母衣 松江二 バドミントン

84 高２３ Ｓ４７ 山 口 紀 子 宮崎 内中原 ・ 松原 （浜
田） ・ 温泉津 ・ 木次

木次 ・ 川本 ・
松江一

生物

85 高２４ Ｓ４８ 糸 原 直 彦 　 　　　　　 島根県大阪事務所長

86 高２６ Ｓ５０ 周 藤 達 夫

87 高２６ Ｓ５０ 福 間 則 博

88 高２６ Ｓ５０ 松 村  聡

89 高２６ Ｓ５０ 山 口  彰

90 高２７ Ｓ５１ 新 宮 富 美 子 新川 母衣 松江二

91 高２７ Ｓ５１ 松 田 稚 子 永島 意東 東出雲 硬式テニス
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タイトルが入ります

学生ゲスト

講演会聴講

卒業期 卒業年 氏 名 旧姓 出身 （小） 出身 （中） クラブ

103 高６４ Ｈ２５ 宇 田 川 幹 生 内中原 松江一 水泳

104 高６４ Ｈ２５ 藤 本 晃 輔

105 高６４ Ｈ２５ 牧 野 淳 一 生馬 松江一 サッカー

106 高６４ Ｈ２５ 槙 原 尚 樹

107 高６４ Ｈ２５ 秋 月 美 澄 母衣 附属 男子バレー

108 高６４ Ｈ２５ 梅 木 恵 里 子

109 高６４ Ｈ２５ 大 矢 真 子

110 高６４ Ｈ２５ 角 森 果 歩

111 高６４ Ｈ２５ 布 野 可 南 子

氏 名 所属

112 田 野 葉 月 　島根県立美術館学芸員

卒業期 卒業年 氏名 旧姓 出身 （小） 出身 （中） クラブ

92 高２９ Ｓ５３ 太 田 春 樹 美保関 美保関南 サッカー

93 高２９（松江） Ｓ５３ 達 山  暢 北堀 （城北） 附属 写真 ・ 映画研究

94 高２９（福岡） Ｓ５３ 福 本 秀 一 内中原 松江一 硬式テニス

95 高２９ Ｓ５３ 須 藤 聖 子 大宅 （京都） 松江二 剣道

96 高２９ Ｓ５３ 田 中 年 恵 森広 母衣 松江二 体操部

97 高２９ Ｓ５３ 野 津 さ と み 安来 安来一

98 高２９ Ｓ５３ 浜 野 則 子 田中 城北 （法吉） 松江二 ＪＲＣ

99 高２９ Ｓ５３ 廣 瀬 弘 美 藤原 北堀 （城北） 松江一 演劇

100 高３１ Ｓ５５ 宍 道 弘 志 内中原 松江一 弓道

101 高３５ Ｓ５９ 吉 岡 浩 司

102 高３５ Ｓ５９ 富 岡 幸 子 三和 七類 美保関北

会員

総会・講演会・懇親会　出席者
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タイトルが入ります

開会ご挨拶

近畿双松会　会長　

押田良樹（高11）

　皆さま、こんにちは。

このところ寒波が襲来し、

寒い日が続いております

中、ご来賓の方々を始め

とし、このように沢山の

会員の皆さまにお集まりいただき、真に有り難う

ございます。　　

　昨年は当会の戦後の再開55周年という記念すべ

き年でしたので、中之島の中央公会堂に150名を

超える会員の皆様にお集まりいただき盛大に開催

することができました。その熱気がまだ記憶に新

しいところですが、早いものでもう一年がたちま

した。

　今年は次の60周年に向けての1年目ということ

で、いろいろな行事をおこなってきましたが、そ

れぞれ天候にも恵まれ、皆様のご協力をいただき

順調に開催することができましたことを、まず

もって御礼を申しあげたいと思います。

　本日は、昨年の反動でご出席者が減るのではな

いかといささか気がかりでございましたが、蓋を

開けてみますと110名を超えるというこのように

沢山の皆様にお集まりいただきまして本当に有り

難く存じております。

　本日の最年長は昭和18年旧制中学63期卒の大

先輩で、最年少は昨年卒業の高校64期の現役大学

生に至るまで、年齢差は実に69歳の非常にユニー

クな同窓会になります。お時間の許す限り世代を

超えての交流を楽しんでいただきますようお願い

いたしまして、簡単ではありますが開会のご挨拶

とさせていただきます。本日は有り難うございま

した。

来賓ご挨拶

双松会　会長　

庄司肇（高11）

　皆さん、こんにちは。

押田会長とは同期になり

ます。よろしくお願いい

たします。今日は、二点、

ご報告をいたします。

　　今年は双松の一本が弱ってきましたので植え

替えをいたしました。それに合わせて「北高の緑

を守る基金」への募金をお願いしましたが、300万

円の目標に対し、今で1,538人の方から570万円

の多額の募金をいただきました。有り難うござい

ました。

　いちいち御礼のご挨拶を出さなければいけない

ところですが、来年の年次会報発行の際にお名前

を掲載して御礼に代えたいと思っておりますので、

大変申し訳ありませんがご了承をお願いいたしま

す。また、この基金をもって今後とも双松の管理

に万全を期してまいりたいと考えておりますこと、

ご報告申し上げます。

　また、松江では元校長で元会長でもありました

兼折博先生（中52）が3月20日にお亡くなりにな

り、ご葬儀に出席してまいりました。100歳のご

長寿でいらっしゃいました。ご存じのように教鞭

も取っておられましたので薫陶を受けられた方が

この中にも沢山いらっしゃると思います。陸上部

の顧問もしておられました。本当に残念なことで

したがここに慎んで皆様にご報告を申し上げます。

　本日は112名のご出席ということで、盛大に総

会が開催されましたこと、ご同慶に堪えない次第

でございます。お招きいただきまして有難うござ

いました。簡単ですがご挨拶に代えさせていただ

きます。

ご挨拶
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タイトルが入ります

来賓ご挨拶

松江北高校　校長　

泉雄二郎（高 26）

　皆さま、こんにちは。

前河原校長（高 23）の後

任としてこの 4 月に着任

いたしました泉雄二郎と

申します。どうぞよろし

くお願い申しあげます。

　まずもって、近畿双松会の第 56 回総会がかくも

盛大に開催されましたこと、真におめでとうござ

います。また、総会のみならず一年間の中でさま

ざまな行事をおこなっておられますことを押田会

長様からの情報で承知しておりますが、こういう

形で皆様がつながっておられますことを大変有難

いことだなと思っております。

　お会いになるのが一年に一回という方もいらっ

しゃると思いますが、この一年ご壮健にお過ごし

になられたということ、大変おめでたいことだと

思っております。是非、来年も再来年も、皆様こ

ういう形で集われることを切に祈っております。

　
　さて、近況ですがいくつか感じておりますこと

をお伝えいたします。

　私は昭和 63 年度から平成 9 年度まで 10 年間、

北高に勤務した経験があります。従って今春 17 年

ぶりに母校に帰ってきたことになります。その第

一印象は「えらい子供に元気がないなあ」という

ことでした。今日ご出席の学生諸君には申し訳な

いけど正直そう思いました。彼らなりには頑張っ

ているんだけど、チョッと覇気がないという感じ

がしました。

　北高の歴史を振り返ってみますと、今、転換期

にあるのだと思います。旧制中学が 69 期まであり

ますが、新制になって今年の新入生が 68 期ですか

ら、ともにほぼ 70 年の歴史を刻み、新制の歴史が

漸く旧制に追いついたと言うことができると思い

ます。転換期と申し上げたのは、それでは松江北

高は次の 70 年に向かってどうあるべきか、次の一

歩を踏み出す時が来ているという意味で申し上げ

ました。

　二点目は、今年の新入生の生まれた年が 1998 年

ということで、バブルが崩壊して実体経済が成長

期から成熟期へ、そして右肩下がりになっていっ

た時代で、そういう時代に彼らは育ってきたとい

うことです。先輩方も私の年代も高度経済成長時

代を知っている訳ですが、彼らは知らない。そう

いう話をしても「いや、日本にそんな元気はない

でしょう。これから先もないでしょう。」という感

触の中で、彼らは 16~7 年を過ごしているというこ

とです。それが内在して、我々の時と違って彼ら

は元気がないと思うのかもしれません。

　そういった若者たち、生育期の中で経済の停滞

を経験し、小中学生の時期に東日本大地震を経験

したという、どちらかというと日本の明るくない

風潮の中で育ってきた彼らを、我々の世代はどう

勇気づけ、教育をして、次の時代をになうにふさ

わしい人材に育てていくかということが課題であ

ると思います。これも時代がひとつの転換期にあ

ることを物語っていると思います。

　三点目は少子化問題です。現在、学年のクラス

は 8 クラス、生徒総数は 918 名です。そんなに少

ないのかと思われるでしょうが、赤山に移ってか

らの最大時は学年 10 クラスで 1,300 名でした。今

はその 3 分の 2 になっているということで、これ

はまだまだ続きます。平成 30 年には松江市の中学

校の卒業生の数が 200 名以上減るという予測があ

り、さらにクラス数が減るだろうと言われていま

す。普通高校は北・南・東の三校ありますが、ど

この地域ということではなく、どこの地域も減る

と言われています。8 クラスが 7 に、6 になるとい

うことが暫く続くということを懸念していますが、

そこにも元気のなさの要因があるのではないかと

考えています。

　以上のようなことから、何とか彼らを元気づけ

てやろうと、いろいろ新しい取り組みを始めてい

ます。今の若い子たちには、我々の時に思い描い

ていたような、いい大学に入っていい会社に入っ

て幸せな生活をつかめというキャリアパスは殆ど

通じません。そんな風にはうまくいかないでしょ

うと、彼らは現実を把握しています。

ご挨拶
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ご挨拶

　ただし、「君は社会にどう貢献しようとしている

の？」と問いかければ、これには非常によく反応

します。つまり自分自身が幸せになることも重要

なんだけど、社会を、あるいは他者を幸せにする

ことが重要なんだということを、おそらく彼らの

成育歴の中でつかんでいるのだと思っています。

そこを、彼らの活力につなげたいと考えておりま

して、今年の一年生から地域課題の研究をさせて

います。「身近にどんな課題があるか調べてみなさ

い」と一年生 320 人を 50 のグループに分けて自

分が気づいた課題の調査をさせ、発表させて、優

れたものは市長提言をしていこうというところま

で計画しています。そういうことをやらせると彼

らは非常に前向きに取り組むのです。

　先般、北高の卒業生で 26 ～ 7 歳の若者に一年

生に講演をしてもらいました。学生時代に社会貢

献をしたいという意識が生まれたのだと思います

が、彼は大学卒業後、単身バングラデシュに向かい、

ムハンマド・ユヌスのグラミン銀行に就職し、ユ

ヌスの弟子になります。

 

（注）グラミン銀行はバングラデシュにあるマイクロファ

イナンス機関。「グラミン」という言葉は「村（gram）」

という単語に由来。本部は首都ダッカ。ムハマド・ユヌ

スが 1983 年に創設。マイクロクレジットと呼ばれる貧

困層を対象にした比較的低金利の無担保融資を主に農村

部で行っている。銀行を主体として、インフラ・通信・

エネルギーなど、多分野で「グラミン・ファミリー」と

呼ばれる事業を展開している。2006 年ムハマド・ユヌス

と共にノーベル平和賞を受賞。

　

  彼は、いろいろな事業に取り組み、失敗もして一

度帰国しますが、バングラデシュの貧困を自分の

力で少しでも救いたいという思いから、再び現地

に渡って高校生、中学生対象のある事業を起こし、

それなりの成功体験を得て、そして今、彼は日本

にいます。バングラデシュだけでは、自分の視野

がせまくなるのではないかと思い、国際的な情報

企業の日本法人に勤めています。

　生徒たちはこういう若者に魅力を感ずるようで、

彼の講演後、地域課題に取り組んだ一年生が物凄

く沢山の質問をしました。講演が終わった後も質

問攻めでいつまでもこの若者を離しませんでした。

彼らが求めている一つの生きざまとしてこういう

姿があることを、また地域に貢献すること以外に、

グローバルな課題を解決したいと思う子どもたち

が沢山いるのだなということを強く感じました。

　こういうことからも、地域課題研究のみならず、

高校のグローバル化、世界にも目を向けるような

教育を展開してまいりたいと考えています。先輩

の皆様にはグローバルにもさまざまな活動、活躍

をしておられる方が多数いらぅしゃると思います

ので、どうぞお力添えをいただきますようよろし

くお願いいたします。

　長くなりましたが、皆さまご承知の校訓の「質

実剛健」も昔の「質実剛健」と今は違うんだ、と

私は思っています。「質」は自分自身の中身をしっ

かりと構築していくことだと思います。「実」と言

うのは、自分自身のこともあるけれど、社会をよ

りよくしていくためのアクションを起こしていく

という「行動力」であろうと思います。「剛健」は

文字通り少々のことにはめげないタフネスさであ

ろうと思います。さまざまなご意見があろうかと

思いますが、「質実剛健」とは私はそういう意味だ

と思うということを生徒たちには語り続けている

ところです。

　

　最後になりましたが、先輩たちの存在は生徒た

ちを支えるとても大きな力になります。松江にお

帰りになった時には是非赤山にお出でいただいて、

生徒たちに声をかけていただければ有難く存じま

す。

　これをもって、ご挨拶とご報告とさせていただ

きます。本日の総会、真におめでとうございました。
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退任、新任ご挨拶

会長退任のご挨拶　

近畿双松会　会長　

押田良樹（高 11）
　

　私、平成 21 年のこの総会において会長を仰せ

つかりました。図らずも長く在任することになり、

今年で満 5 年を迎えることになりました。

　そろそろ、次代にバトンタッチしなければと思

い、この一年、あれこれ考えてまいりました。そ

して、先ほどの総会議事で辞任を認めていただき、

後任会長に松本耕司事務局長（高 16）を承認いた

だき、漸く肩の荷をおろしたという思いでござい

ます。有り難うございました。

　この 5 年間、会長という大役にはふさわしいと

ころをあまり持ち合わせない私でしたが、会員、

そして役員の皆様に支えられて何とか務めてまい

りました。高い席からではございますが、皆様に

は重ねて厚く御礼を申し上げます。

　松本新会長は皆様ご承知のとおり、長く会の運

営に関わっていただいており、適任でいらっしゃ

ると思いますので、近畿双松会も益々発展してい

くものと期待しております。

　私にとって、近畿双松会は「心のオアシス」で

あったという表現をさせていただきたいと思いま

すが、これからも精々オアシスに立ち寄らせてい

ただき、いい気分にひたりたいと思っております

ので、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げま

す。有り難うございました。

会長新任のご挨拶　

近畿双松会　新会長　

松本耕司（高 16）
　

　先ほど、新しく会長を

仰せつかりました 16 期の

松本でございます。第一

次近畿双松会の始まりは

大正の末とも聞いており

ますので数えてみれば約

90 年、昭和 33 年の戦後の再開からを第二次とす

ればそれだけでも 56 年の長きにわたり、近畿双松

会はこの地において先輩皆様のご努力により歴史

の糸を紡いできたことになります。

　この会を何とか次代につないでいくために、私

も微力を尽してまいりたいと考えておりますので、

引き続き会員の皆さまからのご指導、またご協力

をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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◆国公立大学（現浪計）202名合格 ：平成26年3月31日           　                

　東京大学４名、京都大学４名、国公立大学医学科７名を含む、202名の生

徒が国公立大学に合格しました。

　また、私立大学の合格者は、延べ349名でした。

◆泉 雄二郎校長就任 ：４月１日                            　      　　          

　河原一朗校長が定年退職となり、４月より第23代校長として泉雄二郎校

長が着任しました。

　河原校長に続く双松会（26期）の校長であり、教育重点目標としての次の

４点を定め、学校経営に取り組んでいます。

・丁寧に向き合うことにより自己肯定感を高める

・授業改革により主体的学習態度を確立する

・部活動により学校を活性化する

・キャリア教育・地域連携により社会貢献意識を喚起する

◆双松の植樹祭  ： 4月12日                                       　　　　　       

　平成25年４月に双松候補として認定された松（校門付近の松）の植樹（移植）

を行いました。当日は、松本前双松会会長、庄司会長、金平幹事長の御参加

のもと、(有)足立農園社長の指揮により無事移植が行われ、田原神社宮司に

より植樹祭（お祓い）をしていただきました。

　双松が若々しく復活した姿に、感動を覚えるとともに、末永く北高を見守っ

てくれるよう願っています。

　なお、「赤山の緑を守る基金」へいただいたご寄付は目標を上回り、約600

万円となりました。有り難うございました。

◆第52回島根県高等学校総合体育大会  ：５月30日～６月７日                 

　各部がこの大会を目指して全力を尽くして健闘しましたが、男子第４位、

女子第４位、総合第４位の結果でした。その中でも、男子バドミントン部、

陸上競技部、女子ボート部、弓道部、女子テニス部、男子登山部はインター

ハイ（南関東総体2014）への出場権を獲得しました。

◆国際高校生フォーラムin倉吉で最優秀賞 ：８月２日～４日                

　鳥取県立未来中心を会場として開催された『第13回国際高校生フォー

ラム』において、『高校生が考える21世紀の医療～限りなく発展する医療

技術と生命倫理を架橋せよ～』をテーマとして参加校の発表が行われまし

た。本校は「A Project That MakesBabies Happy」というタイトルで発表を

行い、岡山操山高校、米子東高校、倉吉東高校、松本深志高校、長崎東高

校、大韓民国安養高校、そして本校の７校のうち、最優秀賞を受賞しました。 

◆文化部２部が全国大会に出場　総文祭：７月27 ～日７月31日　　

　次の３部が『第38回全国高等学校総合文化祭』に出場しました。

・囲碁・将棋部（男子団体）

・百人一首かるた部

・美術部（立体デザイン部門）

　また、放送部（朗読部門）は『第61回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト』に

出場しました。

2014（平成26）年度　松江北高十大ニュース （日付順）

（注）この記事は黒田克司教頭に特別制作のご協力をいただきました。

放課後の自習
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◆藤原和博先生によるワークショップ：10月14日　　　　　　  

　元リクルートフェロー、東京都初の民間人校長（元杉並区立和田中学校

長）であり、現在は教育改革家としてご活躍の藤原和博先生を講師に迎え、

「情報編集力を高めるワークショップ」を開催しました。

　１年生を対象として「ハンバーガー店の店長になってみよう＆流行る店、

流行らない店」をテーマに議論して、情報をどのようにとらえ、どのよう

に組み合わせ、発展させ、何を導き出すかという情報編集力を高めるた

めのワークショップです。身につけた力を、これに続く「地域課題研究」

において、発揮させるためのものですが、生徒たちは大変意欲的に取り

組んでいました。 　

　　　　　　　　　

◆地域課題研究

フィールドワークリサーチ：10月15日～ 17日　成果発表：10月30日  

　地域が抱えている課題を知り、その解決策を考える過程で、社会と自

らのつながりを認識させ、成果発表を通してコミュニケーション能力を

高める活動で今年度から始めました。

　５、６人程度の班でテーマを決めて、校外での調査や取材を通して自

分たちなりの解決策の発表へとつなげる学習です。生徒は発表する側と

他の班の発表を聞く側の両方を経験し、「地元の活性化」、「定住」、「観光」

など多様なテーマで発表しました。最優秀となった班は、３月に開催さ

れる松江市ボランティアフェスティバルに出場して発表を行う予定です。

◆施設設備：平成26年1月31日　　　　　　　　　　　　  　　

　施設の整備がいくつか進み、快適な環境が整ってきました。

⇒竣工日：①７月19日 ②８月26日 ③10月31日(陸上)・12月10日(野

球) ④12月12日 ⑤平成27年２月３日 

①管理棟リフレッシュ工事

②第一グランド照明増設工事（４基→８基）

③陸上競技部、野球部の部室及び屋外トイレ建替え工事

④武道場天井改修（老朽天井の撤去、照明増設）

⑤第１・２体育館及び寄宿舎漏水対策工事（台風による漏水被害の補修）

◆教室のＩＣＴ化進む：未定　　　　　　　　　　　　　  　　　

　島根県教育委員会の「ICT の活用による新たな学び推進モデル事業」に

より、本校のホームルーム全てと特別教室にプロジェクター、実物投影

装置を常設整備することになりました。また、３台のタブレット端末の

整備も併せて決定しております。

　新しい時代に必要となる資質・能力の育成のために「主体的・協働的な

学び」の充実が求められていることから、本校が島根県において先陣を

切って活用を進めてまいります。

2014（平成26）年度　松江北高十大ニュース （日付順）
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記念集合写真

高 11・12・13・14・15・17・18 期の皆さん

中 63・68 期・高 1・2・5・6・7・8・9・10・31 期の皆さん
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高 24・26・27・29・64 期（学生ゲスト）の皆さん

高 16・19・20・22・23・35 期の皆さん

記念集合写真
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期別テーブル写真

高 16・31 期、ご来賓の皆さん

高 12・13 期の皆さん

高 2・5・6 期の皆さん

高 7・8・9・10 期の皆さん

高 14・15・17・18 期の皆さん

中 63・68 期・高 1 期の皆さん

ご来賓の皆さん 高 11 期の皆さん
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高 24・26・27 期の皆さん

高 22・23・35 期の皆さん

高 1・19・20 期の皆さん

学生ゲスト（高 64 期）の皆さん

高 29 期の皆さん

期別テーブル写真
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懇親会スナップ写真
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懇親会スナップ写真
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タイトルが入ります 講演

　皆様こんにちは。ご紹介にあずかりました宮﨑

尚子でございます。甚だ僭越ではございますが、

川端康成と松江の繋がりについてお話をさせてい

ただきます。川端の恩師で倉崎仁一郎という松江

の偉人について知ってくだされば幸いです。

　倉崎は明治元年に松

江市北堀町に３人兄弟

の次男として生まれま

した＝注１。明治 19

年に松江中学を優秀な

成績で卒業をし、佐賀

の中学教師を経て、明

治 28 年に加藤逢吉校

長の招きに応じて茨木

中学校に着任し、大正

６ 年 に 脳 溢 血 で 亡 く

なるまで勤めています。

教頭に次ぐ立場でした。倉崎を知った経緯を説明

致します。

川端文学の源流を求めて茨木高校へ

　国語科教育法を担当している関係上、川端の受

けた国語教育について調べようと思いました。平

成23年、最初に手にしたのが茨木高校の百年史で

した。川端は明治45年から大正６年までの在籍で、

百年史の大正期を担当されたのが本日こちらにい

らっしゃいます久敬会（茨木高校同窓会）の岩井英

雅先生です。とても詳細に書かれていてバイブル

的に使用しておりました。

　資料室に入って調べますと、川端が中学５年の

時、恩師の葬式について書いた文章が雑誌「団欒」

に掲載されたものの雑誌の現物は見つかっておら

ず、全集にも所収されていないことを知りました。

川端康成の茨木中学校時代の恩師

「倉崎仁一郎（松江中７期）」の真実

　

尚絅大学　宮﨑尚子

　宮﨑尚子さんは大分県出身で熊本の尚
しょうけい

絅大学文学部
を卒業後、熊本大学大学院文学研究科修士課程、九州
大学大学院比較社会文化研究科後期博士課程で学び、
尚絅高校教諭等を経て現在尚絅大学言語学部助教を務
めておられます。
　宮﨑さんは大学 1 年の時に川端康成の魅力を知り、
川端文学の原点ともいえる茨木中学の生徒時代に注目
して、当時の生活、学業成績、茨木中学の特異な教育
方針の影響などを精密に研究しておられます。この数
年は何度も茨木高校に足を運び、当時の同窓会会報や
学業成績表などの資料を読み込み、川端の中学生時代
の実像を明らかにしてこられました。
　その研究の過程で、若き日の川端康成に大きな影響
を与えた松江中学出身の英語教師倉橋仁一郎の存在を
知り、その実像の解明に努めておられます。
　我々としても、初めて知ったこの偉大な先輩倉崎仁
一郎についてもっと多くのことを知りたく思い、また、

宮﨑さんの研究のお手伝いを兼ねて、その事績につい
て種々の調査を実施しているところです。
　ところで、松江中学と茨木中学の縁は、川端康成と
倉崎仁一郎の関係にとどまりません。
　明治 28 年の茨木中学創立時から足掛け 27 年の長き
にわたって校長を務めた加藤逢吉先生は、明治 19 年 5
月から 12 月まで松江中学の教師をしていたのです。倉
崎は 19 年春に卒業しましたが、母校の教諭助手を務め
ています。この短い間に加藤先生は倉崎の人となりを
認め、9 年後、茨木中学の校長に就任するにあたって、
新たに理想とする学校運営をしていく同志として、当
時佐賀中学の教諭をしていた倉崎を呼び寄せたのです。
　そういうご縁もあり、本日は茨木高校の岡崎守夫校
長先生と久敬会の中村様、岩井様にもご出席をいただ
きました。
　100 年を超える歳月を経て両校の間に新しいご縁が
結ばれることを願う次第です。　　押田良樹（高 11 期）

●講師紹介　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

倉崎仁一郎
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タイトルが入ります

これをもとに、昭和２年

「キング」に「倉木先生の葬

式」、昭和24年「東光少年」

に「師の棺を肩に」が発表

されました。大変思い入

れの深い作品であるのに、

最初の物が見つかってい

ないことが意外でした。

　倉崎は大正６年１月に

亡くなっています。大正

７年の川端の日記には「団

欒」に載ったと回想していますので、大正６年の出

版に違いない。葬儀は１月末、４月は卒業後。恐

らく大正６年３月だろうと目星をつけて探してお

りましたら、運よくこの号の「団欒」を見つけるこ

とが出来ました＝注２。題名は「生徒の肩に棺をの

せて」でした。

前代未聞の生徒葬――敬愛された倉崎先生

　前代未聞の生徒葬でした。先生の棺を、５年間

受け持たれた88人の生徒全員で自宅から葬儀場、

葬儀場から火葬場と運ぶ葬列です。大変な評判だ

ったそうでその時の写真が茨木高校の資料室に残

っていました。その後、昭和７年の同窓会報で倉

崎の遺影を確認しました。十七回忌の記事です。

卒業生たちになお慕い続けられたということです。

　倉崎は川端の学年を５年間受け持ちました。茨

木高調査２年目では生徒日誌や教室日誌を調査し、

倉崎が他学年の生徒たちからも尊敬され、大変慕

われていたことが分かりました。その中には社会

評論などで活躍した大宅壮一もいます。面倒見の

よい先生で生徒の事を家族のように思っていまし

た。生徒の人生に寄り添うという美学がありました。

　倉崎は英語の先生でした。そこから川端は英語

好きになった事も分かっています。倉崎の英語の

専門性は高く、教科書も作成するほどでした。上

級学校から引き抜きの話もあったようですが、生

徒たちの嘆願書が出て茨木中学に残ったと伝わっ

ています。

　川端は中学３年生の段階で家族が死に絶えてい

ます。金銭的にはさほど困りませんでしたが精神

的には「孤児」の意識が強かったようです。そうい

った時に接している倉崎を親のように慕っていた

のは間違いありません。事実川端は「倉崎先生ほど

私に感銘の深い教師は一人もなく、倉崎先生に対

するほど私がよい生徒であったことは一度もない」

と評価しています。川端文学の形成に大きく関わ

る人物と言えるでしょう。

　「生徒の肩に柩をのせて」は「大阪府立茨木中学校

五年生　川端康成」という肩書きで掲載されていま

す。雑誌「団欒」の主宰は石丸梧平。茨木中学校を

若き日の川端康成

宮﨑さんが見つけた雑誌「団欒」 「団欒」に掲載された川端の作品

茨木中学校運動場

 講演
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卒業こそしていませんが、優秀な成績で在籍して

いました。特別な思い入れがあり川端の文章を掲

載したと思われます。「団欒」は与謝野晶子、平塚

雷鳥、齊藤茂吉、若山牧水、小川未明らが名を連

ねており、その中に中学生の文章が巻頭に写真入

りで抜擢されるのは大変異例なことでした。

　久敬会の追悼号（死去１年後に発行）によります

と、石丸が感動した

生徒葬は、近代水泳

で有名な杉本 傳
つたう

教諭

の授業で行われた学

年会の中で生徒たち

により決議されまし

た。近代水泳発祥の

地でもある茨木高校

ですが、日本初のプ

ールがこの時完成し

ています。生徒の共

同作業によるもので

した。倉崎先生の棺

を運ぶことを決めたのも生徒たちでした。

　倉崎の通夜は一旦帰宅した88名全員が集まっ

たそうです。読経した寺の跡取り息子たちの中に

は、あのザビエル像を発掘した藤波大超もいまし

た。柳行李の中にあった初代校長加藤逢吉先生寄

贈のアルバムからは倉崎と少女が並んだ写真を見

つけました＝注３。資料室は宝の山でした。

　以上の事を苦労して調べ上げたのですが、私の

茨木高調査３年目で新しく着任された校長の岡﨑

守夫先生とお会いし、久敬会の方と引き合わせて

くださいました。そこには今日いらっしゃってい

る中村和夫・久敬会事務局長や、「茨高の生き字引」

と言われる岩井先生も同席されました。川端研究

家垂涎の貴重資料を惜しげもなく披露して下さり、

大袈裟かもしれませんが２年かかった内容が５秒

で解決した瞬間でした。これが同窓会の底力と痛

感いたしました。

倉崎の故郷・松江への旅

　倉崎が松江中学出身であることは追悼号で知っ

ていましたから、続いて松江中学の調査を開始し

ました。松江北高校に問い合わせをしましたが、

残念ながら火災で資料は焼失したということでし

た。その時思いだしたのが久敬会という同窓会の

存在で、「資料が無いなら口伝えで情報が得られる

かもしれない」と、近畿双松会事務局に問い合わ

せをしたら、後日松本耕司事務局長から電話をい

ただくことができました。そこからはとんとん拍

子でした。押田良樹会長はまったくの別件で楽山

焼元祖倉崎権兵衛の名を知られたばかりの時だっ

たので、同じ「倉崎」の名前に興味をそそられ、同

期生で松江市在住の石倉昭子様に連絡されました。

石倉様は驚異的なネットワークをお持ちで、これ

からお話しする事実を次々と突き止めることが出

来たのです。

　連日メールで届く新情報や、押田会長と石倉様

とのやりとりがあまりに盛り上がりましたので、

これは是非一度お会いせねばと今年の２月に松江

まで押しかけ、それまでの調査でルーツが同じだ

ったことが判明していた楽山焼倉崎権兵衛の子孫

で倉崎家当代のお嬢さんを交えての会食が実現し

ました。このお嬢さんも石倉様の御主人の教え子

でいらっしゃいました。

　さらに倉崎について分った内容です。倉崎は明

治19年、松江中学で物理教師であった加藤逢吉

と出会います。押田会長情報によると、松江中学

の同窓会設立に関わる提案書を書いた人物として

松江北高等学校百年史に載っています＝注４。交

友関係は広く、小泉八雲が敬愛した西田千太郎と

も親交があったことが『西田千太郎日記』で確認で

きました。脚本家で知られた伊原青々園とも深い

交流がありました。小泉八雲がほれ込んだ松江の

人々、その”心の琴線”に触れる日本的な精神を倉

崎も持っており、川端は倉崎の生き方の中に「美し

い日本」を見出したのだと思います。八雲と川端の

共通点に就いても今後考察していく予定です。

生徒葬の様子

倉崎仁一郎の墓
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　さて、葬儀に参列した遺族ですが、追悼号では

一部しか分かりませんでしたが、石倉様のご協力

の下、名前や年齢まで詳細に判明しました。残念

ながら倉崎の直系の子孫は見つかっていませんが、

兄金之助と弟清、長女シヅの嫁ぎ先の子孫の方と

はそれぞれ連絡が取れ、資料も提供していただき

ました＝注３。

次々埋まる歴史の空白

　今年の夏、４回目の茨高の調査には押田会長と

石倉様も同行されました。落ち合った日の夜、松

本事務局長や押田会長の同期生、田村迪子様も来

られました＝写真下。初めてお会いする方ばかり

なのに、すぐに輪に入れてくださいました。翌日、

久敬会と双松会の歴史的な交流が実現しました。

このコーディネートをしてくださったのも久敬会

中村事務局長です。

　翌日は押田会長の車で松

江まで連れて行ってくださ

り、松江にしばらく滞在し

て小泉八雲と倉崎仁一郎の

関係の合同調査をしました。

私の厚かましさも相当なも

のですが、双松会の皆様の

ご親切も桁外れです。

　茨木市の本源寺にある倉

崎と妻寿恵の墓は当時の久

敬会が建てたものです。遺

児たちへの金銭的な援助も

川端の学年を中心に長期的

に続けられたようです。３

年のうちに両親を亡くした

遺児たちの近況は久敬会の会報に掲載されていま

す。

　寿恵の死により孤児となった遺児の悲劇的な境

遇を耳にしたことで川端が自身の境遇を再認識し、

具体化していなかった孤児に対する感情が具体性

を帯びてきました。現に孤児をモチーフにした作

品は全部で38作品ありますが、このうちの７割が

倉崎仁一郎十七回忌までに書かれています。

　以上のような研究結果で判明したのが次の三つ

です。一つは川端文学の原点である「孤児根性」の

生成過程を確認できたこと。二つ目は川端が感動

した倉崎仁一郎の松江的な思いやり、つまり日本

的な美を確認できたこと。そして三つ目「褒めるこ

と」には教育的効果があるということです。作文の

53点で自信喪失していた川端が、「団欒」に載った

ことで自信を得ました。心の琴線に触れる「美」が

文学だと学びました。その結果、第一高等学校で

は作文の成績は最高点を取ることになります。

　最後に「継承される心の教育」についてお話しま

す。今回私の研究がこのような成果をあげられま

したのは、ここにいらっしゃる両同窓会の方々の

お力添えがあったからです。部外者の人間でも無

条件で温かく受け入れてくださって、わが事のよ

うに親身に協力してくださいました。今回の研究

は同窓会の方々がいらっしゃらなかったら実現し

なかったことばかりです。そして親身になる、協

力を惜しまない、人の喜びの為に尽くすという点

でよく似ている両同窓会です。

講演
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注１

宮﨑さんが倉崎の生家が松江市北堀町だったことを知っ

たのは、金之助（仁一郎の兄）の子孫から提供された資

料からだった。調査に協力した石倉昭子さんが松江市立

図書館で明治初年の住宅地図を探し当て、倉崎家が北堀

町の新橋にほど近い堀端にあったことを拡大鏡で確認し

た。

注２

存在が知られながら現物が発見できなかった雑誌「団

欒」を宮﨑さんが愛知県の古書店で見つけ出したのは平

成 23 年８月。翌 24 年２月に新聞各紙に「幻の文書発見」

などと大きく掲載された。川端康成記念会の川端香男里

理事長は「永年の宿題が一つ解けた感がいたします」と

の感謝の言葉を寄せている。

注３

葬儀に参列した遺族（宮﨑さんの調査で詳細が判明。写

真の人物たちも特定された）を次頁に別記する。

注４

松江北高等学校百年史（昭和 51 年 12 月発行）　130 Ｐ

に同窓学生会設立願書（明治 19 年 5 月）全文が掲載さ

れている。更に 168 Ｐには倉崎仁一郎の、166 Ｐ、544

Ｐには松江中学教諭だった長兄金之助の事績が記載され

ている。

●講演を聴いて　―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日本の美、人のつながり、同窓会の底力

　倉崎は川端を含めた生徒たちに、日本的な美を伝

えました。それが川端康成文学にも流れています。

この調査で私自身が学んだことがあります。それは

人のつながりの大切さと同窓会の底力です。これは

川端の「生徒の肩に柩をのせて」でも言えます。無名

の中学生の文章が雑誌掲載されたのは同窓の繋がり

もあったからです。茨木中学での体験や人の繋がり

が無ければ、作家川端康成の文学はもっと違ったも

のだったかもしれません。

　人は一人でも生きる事は出来ますが、何事か成し

遂げようとする際には人の協力が不可欠です。同様

に歴史的な資料はそれだけでは価値を持ちませんが、

人が介在することによって初めて輝き出すのです。

　本日ご出席の現役学生のみなさん、部外者の私で

さえこれだけ協力して下さる同窓会です。まして同

窓生であればその力は「推して知るべし」です。双松

会は今後みなさんにとって貴重な財産になる事は間

違いありません。

　出雲大社は本来、個人的なものではなく国と国等

大きなものの縁を結ぶものだと聞いています。今回、

119年ぶりに両同窓会の縁が結べましたのは、２月

に参拝した出雲の神様の引き合わせがあったからか

もしれません。ご協力いただきました多くの皆様に

感謝申し上げます。それではこれで発表を終わりま

す。ご清聴ありがとうございました。

　双松会関係以外の方を講師にお招きするのは「空前」

かどうかは分かりませんが、近年では例がなく、ある意

味冒険でした。しかし、これほど打ってつけの講師およ

び演題はなかったのではないか、講演を聴きながらそう

確信しました。

　パワーポイントを駆使しながらのお話はテンポよく実

証的、かつユーモアたっぷり。川端康成に我らが大先輩

倉崎仁一郎がどれほど大きな文学的、人間的影響を与え

たかというテーマを基軸に、宮﨑さんと近畿双松会、宮

﨑さんと茨木高校、松江中学と茨木中学……と不思議な

縁をめぐる数多くのエピソードがちりばめられ、美しい

マトリョーシカ（入れ子人形）が次から次へと飛び出し

てくるようでした。

　そして講演の締めくくりは「日本の美、人のつながり、

同窓会の底力」。さすがの構成だと感服した次第です。

　そうした講演を紙上で再現すべく努めましたが、紙幅

の関係もあり、かなりの割愛・圧縮と一部構成変更を余

儀なくされました。個別のファクトの発見、発掘こそが「認

識」の拡張につながり、歴史をより豊かなものにしてい

くのであれば、今回はそれを損ねた恐れなしとしません。

宮﨑さんはじめ関係各位、聴講された皆様のご理解を賜

りましたら幸いです。　　　　　　　渡辺　悟 (高20期）
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タイトルが入ります

葬儀に参列した遺族

倉崎仁一郎の葬儀

理喜子 金之助寿恵清

敏子 道子 義郎 シヅ

兄金之助　松江中学卒（４期）、母校の英語教師で最初に

小泉八雲の文章を教材として使った人物。

弟清　松江中学卒（20 期）、軍人（当時陸軍大尉、のち少将）。

後に未亡人になった奥さんに倉崎権兵衛直系子孫の当代が

養子縁組をして倉崎家の名を継承した。今回の調査で判明。

妻寿恵　　仁一郎の三年後に死去。

長女シヅ　

シヅの夫長谷川清治　（シヅとは母同士が姉妹のいとこ）

松江中学卒（28 期）。葬儀の時点では釜石製鉄所勤務だっ

たが、同年満鉄の撫順炭鉱に転じ、のち液化石炭（オイル

シェール）の開発で恩賜発明賞を受賞。

長男義郎　茨木中学出身。川端の二級上。

次女道子　師範学校。

三女敏子　加藤校長のアルバムの少女が、親族が保管して

いた敏子の写真と一致。

姪理喜子　兄金之助の長女。

講演
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タイトルが入ります

2014 年度	

	 ４月	 １日	 （火）	 平成 26 年度事業・会計開始

		  ２日	 （水）	 事務局会議開催（新年度事業計画検討）

		  ５日	 （土）	 第７回落語鑑賞会（毎日新聞社和室・参加 18 名）

		  20 日	 （日）	 平成 26 年度事業計画ならびに設立 55 周年「記念会報」の発送

	 ５月	 29 日	 （木）	 第 34 回ゴルフ懇親会（参加 11 名、於：武庫ノ台ＣＣ）

	 ７月	 20 日	 （日）	 第９回文楽鑑賞会（参加 29 名、於：国立文楽劇場）

		  26 日	 （土）	 事務局会議開催（総会骨子検討）

	 ９月	 28 日	 （日）	 第９回歴史ウォーキング in 姫路”軍師官兵衛”（参加 23 名）

	10 月	 ２日	 （木）	 平成 26 年度総会懇親会の案内を発送

		  19 日	 （日）	 第４回里山歩くぞハイキング in 奈良”白毫寺～円照寺”（参加 19 名）

	11 月	 30 日	 （日）	 事務局会議開催（総会懇親会最終打ち合わせ）

		  〃	 〃	 会計決算書監査（平成 25 年 10 月～平成 26 年９月）

	12 月	 ７日	 （日）	 平成 26 年度「総会・講演会・懇親会」於：中央電気倶楽部、参加者はゲスト含め 112 名

				    　①押田良樹会長（高 11）が常任顧問に、松本耕司事務局長が第９代の会長に就任

				    　②講演は宮﨑尚子氏（尚絅大学助教）。

				    　　演題は『川端康成の茨木中学校時代の恩師「倉崎仁一郎（松江中７期）」の真実』

		  〃	 〃	 平成 26 年度「会報」の編集開始

	 １月	 10 日	 （土）	 事務局会議新年会開催（新年度役員懇親会準備・参加 23 名）

		  24 日	 （土）	 平成 27 年度新年役員懇親会（新年度方針確認・参加 17 名）

		  15 日	 （日）	 事務局会議開催（予定、新年度具体方針協議）

	 ３月	 22 日	 （日）	 第８回落語鑑賞会（予定）

		  31 日	 （火）	 平成 26 年度「会報」の発行 ( 予定 )

		  〃	 （火）	 平成 26 年会計年度終了

総会議事（１）2013 ～ 14（平成25 ～ 26）年度　近畿双松会活動事業報告

2013 年度	

	 ４月	 １日	 （月）	 平成 25 年度事業・会計開始・新会則の施行

		  ７日	 （日）	 平成 25 年度事業計画ならびに平成 24 年度「会報」の発送

		  21 日	 （日）	 第６回落語鑑賞会（高槻亀屋寄席・参加 19 名）

	 ５月	 29 日	 （水）	 第 33 回ゴルフ懇親会（参加 16 名、於：武庫ノ台ＣＣ）

	 ６月	 ９日	 （日）	 荒井悦加さんが第 97 回日本陸上競技選手権女子 3000 ｍ障害で二連覇を達成

	 ７月	 ７日	 （日）	 事務局会議開催（55 周年行事・福引き大会対象産品調査検討）

		  21 日	 （日）	 第８回文楽鑑賞会（参加 20 名、於：国立文楽劇場）

	 ９月	 ７日	 （土）	 事務局会議開催（55 周年行事・福引き大会対象産品調査報告）

		  29 日	 （日）	 第８回歴史ウォーキング”新嶋八重の足跡 in 京都”（参加 32 名）

	10 月	 4 日	 （金）	 平成 25 年度設立 55 周年記念総会の案内を発送

		  20 日	 （日）	 （台風のため中止）第３回里山歩くぞハイキング”能勢の棚田”

		  31 日	 （木）	 事務局会議開催（55 周年行事　大福引き大会最終調整）

	12 月	 １日	 （日）	 会計決算書監査（平成 24 年 10 月～平成 25 年９月）

		  〃	 〃	 事務局会議開催（55 周年総会・講演会・懇親会の最終打ち合わせ）

		  ８日	 （日）	 平成 25 年度「設立 55 周年記念総会・講演会・謝恩懇親会」

				    　於：大阪市中央公会堂、参加者はゲストを含め 153 名

				    　記念講演は古瀬誠氏（高 16）㈱山陰合同銀行会長

				    　　演題は「企業の社会貢献活動～私の経営理念～」

				     （謝恩懇親会では郷土の産品の大福引き大会を実施）

		  〃	 〃	 55 周年記念会報の編集開始

	 １月	 ６日	 （月）	 臨時正副会長会議（新年度の方針についての意見交換）

		  17 日	 （金）	 事務局会議新年会開催（新年度役員懇親会準備）（参加 16 名）

		  31 日	 （金）	 平成 26 年度新年役員懇親会（参加 16 名）

				    （55 周年事業の総括、新年度（新しい５年へ）の方針審議）

	 ３月	 31 日	 （月）	 平成 25 年度設立 55 周年「記念会報」の発行

		  〃	 〃	 平成 25 年会計年度終了
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総会議事（２）2014（平成26）年度　近畿双松会 会計決算書①

2013（平成25）年４月1日～ 2014（平成26）年3月31日

（単位：円）

収入の部 支出の部

◎ 前期繰越金	 2,143,531

◎ 収入計	 2,501,900

・平成25年度運営費支援収入	 780,000

・同、55周年記念事業寄付・広告収入	345,500

・平成25年度55周年記念総会参加費	1,018,000

・平成25年度諸行事参加費収入	 308,400

・平成26年度役員会会費	 48,000

・雑収入	 2,000

◎ 支出計	 2,849,723

・通信費	 292,140

・印刷費	 202,965

・事務費	 146,929

・郵便、銀行手数料等	 29,150

・平成25年度55周年総会費	 1,044,070

・同、福引き景品費	 451,018

・同、双松会本部寄付	 100,000

・平成24年度会報費 	 289,630

・平成25年度諸行事支払い	 231,306

・平成26年度役員会会議費	 62,515

◎ 次期繰越金	 1,795,708

・内訳

（郵便貯金振替残）	 1,632,195

（郵便貯金）	 10,000

（現金）	 153,513

◎ 総合計	 4,645,431　　　　　　◎ 総合計	 4,645,431

上記のとおり報告いたします。

	 事務局長（副会長）	 松 本  耕 司	 ㊞

監査の結果、正確に処理・記帳されていることを認めます。

　　　　　　　2014（平成 26）年 11 月 30 日	 監事	 梅 木  隆 志	 ㊞

	 監事	 物 種  慶 子	 ㊞
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タイトルが入ります総会議事（２）2014（平成26）年度　近畿双松会 会計決算書②

2014（平成26）年４月１日～ 2014（平成26）年9月30日

（単位：円）

収入の部 支出の部

◎ 前期繰越金	 1,795,708

◎ 収入計	 895,241

・平成26年度運営費支援収入	 571,000

・同、寄付・広告収入	 239,000

・平成25年度諸行事参加費収入	 84,550

・雑収入	 691

◎ 支出計	 946,675

・通信費	 149,902

・印刷費	 99,900

・事務費	 31,337

・郵便、銀行手数料等	 22,216

・平成25年度55周年記念会報費	 553,704

・平成26年度諸行事支払い 	 89,616

◎ 次期繰越金	 1,744,274

・内訳

（郵便貯金振替残）	 1,315,735

（郵便貯金）	 200,000

（現金）	 228,539

◎ 総合計	 2,690,949　　　　　　◎ 総合計	 2,690,949

上記のとおり報告いたします。

	 事務局長（副会長）	 松 本  耕 司	 ㊞

監査の結果、正確に処理・記帳されていることを認めます。

　　　　　　　2014（平成 26）年 11 月 30 日	 監事	 梅 木  隆 志	 ㊞

	 監事	 物 種  慶 子	 ㊞
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総会議事（３）2014（平成26）年度　近畿双松会役員

2014/12/7 総会承認

常任顧問 高７ 山 本 雅 昭

（新） 常任顧問 高１１ 押 田 良 樹

 

（新） 会長 高１６ 松 本 耕 司

副会長兼  

（新） 事務局長 高２０ 渡 辺 　 悟

副会長 高２３ 松 本 　 潤

（新） 副会長 高２０ 三 好 資 子

 

監事 高１６ 梅 木 隆 志

監事 高２０ 物 種 慶 子

 

常任幹事 中６８ 荒 銀 昌 治

幹事 中６８ 青 戸 元 也

幹事 高１ 茢 田 運 三 郎

幹事 高２ 久 保 田 幸 雄

幹事 高３ 緒 形 公 士

常任幹事 高５ 山 田  稔

幹事 高６ 田 村 稔 久

常任幹事 高７ 廣 政 俶 彦

幹事 高８ 山 﨑 　 杲

幹事 高９ 清 水 良 子

常任幹事 高１０ 佐 和 田 　 丸

幹事 高１１ 田 中 一 男

幹事 高１２ 萩 野 貫 悟

幹事 高１３ 四 方 田 司

常任幹事 高１４ 加 藤 巡 一

常任幹事 高１５ 金 坂 喜 好

幹事 高１５ 安 達 和 彦

常任幹事 高１６ 土 田 和 男

幹事 高１６ 三 成 宏 二

（新） 幹事 高１７ 岡  久 夫

（新） 幹事 高１８ 小 田 一 美

常任幹事 高１９ 岩 田 一 志

幹事 高１９ 池 田 喜 美 代

（新） 常任幹事 高２０ 山 嵜 麻 里 子 

常任幹事 高２２ 村 田 　 貢

（新） 幹事 高２３ 松 本 幸 子

幹事 高２４ 岩 間 令 道

幹事 高２４ 糸 原 直 彦

幹事 高２６ 福 間 則 博

（新） 幹事 高２７ 新 宮 富 美 子

常任幹事 高２９ 廣 瀬 弘 美

幹事 高３０ 千 葉 　 潮

常任幹事 高３１ 宍 道 弘 志

幹事 高３１ 小 林 　 満

幹事 高３１ 西 村 英 明

幹事 高３２ 藤 本 斉 子

幹事 高３２ 浅 沼 吉 正

幹事 高３２ 木 村 滋 樹

幹事 高３３ 柳 井 利 明

幹事 高３４ 細 田 昌 幸

（新） 幹事 高３４ 山 岡 雅 仁

常任幹事 高３５ 富 岡 幸 子

幹事 高３６ 森 口 次 郎

幹事 高４３ 安 達 宏 昭

　　　役　　　　 　期　　　　　氏名 　　　役　　　　 　期　　　　　氏名

以上 52 名

◆退任

幹事 高１７ 山 根 律 郎

幹事 高２３ 橘  千 里

幹事 高２７ 木 田 京 子

幹事 高２９ 石 橋 敏 幸
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2014（平成26）年度　運営費支援者ご芳名

佐 藤 早 智 子

篠 田 い づ み

清 水 良 子

田 中 紘 子

・ 高１０期 天 野 正 彦

石 倉 末 広

面 白   紘

佐 藤 菁 治

佐 和 田 丸

清 水 義 男

清 水 小 枝 子

・ 高１１期 新 谷 勇 人

太 田   厚

小 久 江 良 雄

押 田 良 樹

神 門 英 明

後 藤 武 久

田 中 一 男

野 津   丞

畑 田   稔

村 尾 俊 治

米 澤 伸 夫

北 村 雅 子

鈴 木 洋 子

田 村 廸 子

中 尾 長 子

中 川 陽 子

・ 高１２期 萩 野 貫 悟

森   倫 也

大 和 建 雄　

安 部 悦 子

石 川 洋 美

・ 高１３期 安 部 正 毅

井 上 俊 雄

神 田 周 平

桑 原 洋 史

永 江 幹 雄

深 澤 千 栄 子

藤 田 ト ク 子

水 田 昭 子

水 野 明 代

平成 26 年度「運営費支援、寄付・広告」ご協力者ご芳名（順不同・敬称略）

・ 中６２期 吉 田  祝 雄

・ 中６３期 肥 塚  隆 正

・ 中６５期 中 西  利 昭

・ 中６６期 水 野  堯 之

・ 中６８期 青 戸  元 也

荒 銀  昌 治

吉 岡  孝 夫

・ 中６９期 杵 築  武 彦

・ 高１期 飯 塚  満 男

伊 藤  雅 義

宇 藤 二 男 丸

茢 田 運 三 郎

喜 多 川 治 美

杉 本  禮 三

竹 内  一 郎

永 松  良 夫

林 原  信 光

平 山  武 秀

和 田  亮 介

・ 高２期 久 保 田 幸 雄

作 野    宏

竹 森  英 二

千 葉  新 一

長 崎    弘

成 合  茂 博

石 本  春 枝

今 市  佐 恵

兼 清  久 子

・ 高３期 緒 形  公 士

佐 藤  藤 芳

永 井   彰

小 川  伸 江

・ 高４期 泉 　 寛 治

田 淵  宗 明

藤 原 小 夜 子

・ 高５期 青 木  謙 整

春 日  敏 邦

勝 田  守 勇

客 野   伸

寺 本  尚 由

松 吉  孝 明

簗 　 武 夫

山 田    稔

・ 高６期 荻 野  克 彦

田 村  稔 久

永 江  秀 一

引 野  光 夫

森 岡  敏 眞

荒 木 タ ミ 子

今 井  迪 子

小 室 ナ オ ミ

・ 高７期 青 戸  俊 夫

犬 山 智 保 三

高 井  和 彦

寺 本  好 弘

廣 政  俶 彦

山 本  雅 昭

泉 　 桂 子

篠 原 泰 子

田 淵 美 喜 子

玉 井 洋 子

平 田 豊 子

喜 井 紀 佳

・ 高８期 黒 田 牧 夫

長 谷 川 忠 雄

山 﨑   杲

木 並 稔 子

・ 高９期 岩 成 哲 男

影 山 武 男

坂 本 隆 男

神 　 仁 人

澄 川 光 成

宗   智 海

田 中 英 明

伴   稔 也

真 野   透

山 岡 裕 明

渡 部   優

安 部 裕 子

片 岡 芙 美 子

木 村 八 重 子

佐 々 木 悦 子
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森 脇 順 子

山 下 倶 子

・ 高１４期 片 山 伸 雄

加 藤 巡 一

木 村 修 芳

小 泉 勝 是

木 幡 晃 正

富 永 寿 郎

古 川 幸 孝

宮 原 琢 郎

三 好 洋 二

森 山 國 久

板 倉 光 江　

齋 藤 丸 子

新 名 貴 久 子

三 島 幸 子

・ 高１５期 安 達 和 彦

金 坂 喜 好

佐 藤 修 介

二 階 堂 孝 子

・ 高１６期 井 上 伸 久

梅 木 隆 志

神 田 俊 之

清 原 正 義

佐 々 木 康 雄

土 田 和 男

坪 倉 司 郎

長 野 米 一

松 本 耕 司

三 成 宏 二

三 吉   孜

森 藤 哲 章

石 川 菖 子

伊 藤 育 子

田 中 由 美 子　

中 安 節 子　

名 倉 保 子

西 村 幸 子

森 川 葉 子

・ 高１７期 後 藤 研 三

松 本 芳 樹

山 根 律 郎

岩 本 眞 左 子

木 島 光 子

島 本 妃 早 美

西 野 や よ い

原 田 博 子

山 口 悦 子

・ 高１８期 太 田 善 博

小 田 一 美　

稲 生 喜 子

堀 内 富 美 子

・ 高１９期 石 橋 佳 政

岩 田 一 志

江 角 健 一

遠 藤 和 雄

佐 々 木 勇

新 見 泰 朗

万 波 迪 義　　

元 栄   徹

池 田 喜 美 代

江 守 久 美 子

大 久 保 章 子　

・ 高２０期 小 数 賀 健 二

浜 見 良 樹

原 田 康 二

渡 辺 　 悟

佐 野 和 子

三 好 資 子

物 種 慶 子

山 嵜 麻 里 子

・ 高２１期 花 田 幸 久

竹 添 則 子

・ 高２２期 作 野 国 夫

村 田   貢

大 浦 綾 子　

大 濱 　 緑

木 山 洋 子

鈴 木 厚 子

鶴 羽 孝 子

松 下 和 子

・ 高２３期 朝 比 奈 博 則

近 藤 文 雄

松 本   潤

森 脇 泰 雄

和 田 邦 孝

橘   千 里

松 本 幸 子

山 口 紀 子

・ 高２４期 糸 原 直 彦

岩 間 令 道

西 田 悦 子

・ 高２５期 飯 石 浩 康

富 村   誠

・ 高２６期 伊 藤 博 之

福 間 則 博

松 村   聡

・ 高２７期 三 浦   清

木 田 京 子

新 宮 富 美 子　

菅 尾 恵 子

松 田 稚 子

・ 高２９期 太 田 春 樹

達 山   暢　

福 本 秀 一

山 本 修 司

須 藤 聖 子

田 中 年 恵

野 津 さ と み

浜 野 則 子

廣 瀬 弘 美

・ 高３０期 杉 原 伸 治

田 邊 よ り 子

・ 高３１期 宍 道 弘 志

矢 倉 和 恵

・ 高３２期 田 黒 公 司

・ 高３４期 田 中 修 一

細 田 昌 幸

山 岡 雅 仁

山 岡 祐 子

・ 高３５期 富 岡 幸 子

・ 高３８期 長 谷 川 浩 之

・ 高４３期 安 達 宏 昭

・ 高５１期 荒 井 悦 加

以上 247 名 
（平成 27 年 3 月 15 日現在）

ご不審の点は事務局までご確

認ください

2014（平成26）年度　運営費支援者ご芳名
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タイトルが入ります

追　　　悼

心 よ り ご 冥 福 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す。

（平成25年12月総会以降、 事務局にご連絡のあったすべてを掲載しました）

 物故会員

期                    氏     名	                                       ご逝去年月日

追悼　物故会員

中 53 期 安 部　 濱 男 様 池 田 市 10 年前

中 59 期 山 本 　 洋 様 川 西 市 平成26年 8 月 8 日

中 60 期 景 山 　 章 様 大 阪 市 不 明

高２期 枡 谷 　 崇 様 沼 津 市 平成26年５月14日

高５期 庄 司 　 勉 様 和 泉 市 平成26年 4 月11日

高９期 佐 藤 　 宏 様 奈 良 市 平成23年 3 月 1 日

高９期 月村（川上） 恵 子 様 堺 市 平成26年 2 月 5 日

高 10 期 大 坪　 一 紀 様 泉佐野市 平成25年12月29日

高 16 期 内 田　 晶 久 様 宝 塚 市 平成25年 9 月

高 17 期 大 須　 尚 弥 様 神 戸 市 不 明

高 23 期 黒 田 　 洋 様 大 阪 市 平成26年 5 月

高 27 期 竹内（門脇） 博 子 様 寝屋川市 平成26年 2 月 5 日
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■第７回 落語鑑賞会

日時／平成 26 年 4 月 5 日（土）　　

場所／西梅田・毎日新聞ビル 11 階「教養室」

　落語鑑賞会も今回で7回目を迎えました。最近

三回は高槻の割烹旅館亀屋で「亀屋寄席」として開

いていましたが、今回は西梅田の毎日新聞大阪本

社ビル11回の教養室（和室）に場所を移して開かれ

ました

　今回は若手の笑福亭呂好さんの「動物園」、桂坊

枝師匠の「天王寺詣り」、「火炎太鼓」の熱演を間近

で楽しみました。

　参加者はゲスト2名を含め18名でした。

◆参加の皆様は下記の通りです（敬称略）

田村稔久（高6）、木村八重子・佐藤早智子・清水良

子（高9）、押田良樹（高11）、萩野貫悟（高12）、古

川幸孝・小泉勝是（高14）、松本耕司・森藤哲章・

西村幸子（高16）、渡辺悟・三好資子（高20）、大浜

緑・木山洋子（高22）、糸原直彦（高24）、楠本範子・

宮地登美子（ゲスト）

　

　落語会の後、有志13名が近くの居酒屋に移動し、

期を超えた交流で大いに盛り上がりました。

  第34回ゴルフコンペは、汗ばむほどの快晴、緑

一杯の好環境の中で11名が参加しました。今回は

会員の参加が伸びず、近畿松江会などから4名の

友情ゲスト参加により、和気あいあいの中でおこ

なわれました。

　結果は、寺本尚由さ

ん（高5）がグロス100、

ハンディ 25.2（ダブル

ぺリア）、ネット74.8

で 堂 々 の 優 勝、2 位

は同じく客野伸さん

（高5）がグロス91、ハ

ン デ ィ 15.6、 ネ ッ ト

75.4、3位はゲストの

三好文章さんでグロ

ス97、ハンディ 21.6、

ネット75.4で、大先輩達の永年の蓄積された実力

に脱帽！という大会になりました。

　これまで平日の開催を基本に開催してきました

がお若い方々の参加が伸びず、あるいは休日の開

催も視野に入れるべきなのかもしれません。

◆参加の皆様は下記の通りです（敬称略）

客野伸・寺本尚由（高5）、木村八重子（高9）、井上

伸久・松本耕司（高16）、佐野和子・三好資子（高

20）、井上隆吉、伊藤征治・竹谷奬。三好文章（ゲ

スト）

■第34回 ゴルフコンペ

日時／平成 26 年 5 月 29 日（木）

場所／武庫ノ台ゴルフコース

寺本尚由さん（高5）が優勝！

優勝スピーチ　寺本さん
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■第9回 文楽鑑賞会

日時／平成 26 年 7 月 20 日 ( 日）午後 2 時

会場／国立文楽劇場

報告／押田良樹（高 11）

　9 回目を迎えた文楽鑑賞会は、ゲストを含め 29

名というたくさんの参加者がありました。

  この数年の恒例となった「夏休み文楽特別公演」

の第 2 部（昼の部）の鑑賞で、演目は「平家女護

島」の「鬼界が島の段」と、「槍の権三重帷子」の

「浜ノ宮馬場の段」、「浅香市之進留守宅の段」、「数

寄屋の段」、「伏見京橋妻敵討の段」で、いずれも

近松門左衛門の作品です。

　中でも、「槍の権三重帷子」は松江藩で実際に起

こった妻敵討事件を題材にした作品で、宍道湖や

嫁ヶ島、末次神社や公園らしき景色が舞台いっぱ

いに描かれ、興味津々で鑑賞しました。（詳しくは

ＨＰの 2014.7．27 のレポートをご覧ください。）

　文楽作品では、作品の作られた時代の価値観、

倫理観などが現代と違うため「何でそんなんで死

ななあかんねん」と思うことが多いのですが、当

時としては思わぬ運命に見舞われた男女の定めら

れた不幸が観客の共感を呼んだのでしょう。

　人間国宝竹本住太夫が 2014 年 4 月に 89 歳で引

退、今回登場の人形遣い吉田蓑助は昭和 8 年、吉

田文雀は昭和 3 年の生まれですが、日本の伝統美

と技を守るのはまさにこれらの人々なのでしょう。

高齢にも拘らず体力のいる人形遣いをこなす姿に、

我々もまだまだ頑張らなければと思った次第です。

　

◆参加の皆様は下記の通りです（敬称略）

田村稔久（高 6）、真野透夫妻・木村八重子・佐々

木悦子・清水良子（高 9）、押田良樹・田村廸子・

中尾長子（高 11）、永江幹雄（高 13）、加藤巡

一夫妻・小泉勝是（高 14）、佐々木康雄・松本

耕司（高 16）、堀内富美子（高 18）、三好資子

夫妻・佐野和子・山嵜麻里子（高 20）、木山洋

子・大浜緑（高 22）、山口紀子（高 23）、糸原

直彦（高 24）、楠本範子・宮地登美子・橋本充

男夫妻・松岡茂（ゲスト）

2014（平成26）年度　諸行事報告
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　今回は2014年NHK大河ドラマ「軍師官兵衛」ゆ

かりの地、姫路城を中心に歩きました。

  参加者は23名、そのうち16名は早起きをして姫

路の隣駅「御着」に9時過ぎに集合し、官兵衛が近習

時代を過ごした小寺氏の本拠御着城址、黒田家廟

所、播磨国分寺などを見学した後、残りの7名が待

つ姫路で11時に全員合流しました。

  二班に分かれ姫路観光ボランティアガイドさん

の案内を受けて姫路城内堀コース（播磨国総社を含

む）を歩いたあと、食事処「高田馬場」で昼食、後半

は姫路城シルバー観光ガイドの方の案内で、姫路

城内2時間コース（菱の門⇒りの一渡櫓⇒お菊井戸

⇒天空の白鷺⇒腰曲輪⇒将軍坂⇒西の丸⇒百間廊

下⇒化粧櫓⇒菱の門）を歩きました。

　雲一つない秋晴れに恵まれ、ほとんど修復も終

わった（2015年3月終わり頃には天守閣にも登れる

そうです。）姫路城は、青空のもと文字通り白鷺さ

ながらの優美な姿を見せていました。

　十分に姫路城を堪能した後、約半数の12名（高

11 ～ 24）が当然の如く御幸通りの居酒屋へ繰り込

み、懇親の時を過ごしました。

　

◆参加の皆様は下記の通りです（敬称略）

清水良子・篠田いづみ（高9）、押田良樹・後藤武久（高

11）、斎尾秀城・萩野貫悟（高12）、小泉勝是・古

川幸孝（高14）、土田和男・長野米一・松本耕司夫妻・

森藤哲章・西村幸子（高16）、新見泰朗（高19）、三

好資子夫妻・佐野和子・山嵜麻里子（高20）、木山

洋子（高22）、近藤文雄夫妻（高23）、糸原直彦（高

24）

■第9回 歴史ウォーキング（軍師官兵衛から、姫路歴史ウォーキング）

日時／平成 26 年 9 月 28 日 ( 日）

場所／御着・姫路

報告／押田良樹（高 11）

2014（平成26）年度　諸行事報告
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◆コース：近鉄奈良駅～春日大社～白毫寺(びゃくごうじ) ～円照寺の約9㎞（帰路はバス）

　昨年の第3回は能勢の棚田を歩く予定でしたが、

大雨のため残念ながら中止になりました。今年は

二年ぶんの雪辱をはらすべく、気分を変えて奈良

でコースを設定しました。

　奈良と言えば田中由美子プロ（高16）におまかせ

になりますが、今回も小泉勝是（高14）、土田和男・

松本耕司・森藤哲章（高16）四氏の応援を得て十分

に下見をしていただき、当日を迎えました。

　雲一つない秋晴れに恵まれ、近鉄奈良駅に20人

が集合し、まず興福寺境内を通って春日大社参道

を歩きお参りをしました。そして、あせびの繁る

樹林のトンネルを抜け、高畑を通って次の目的地

白毫寺へ向かいました。道中は道も家並もいかに

も奈良らしいのどかさでした。

　白毫寺は高円山(たかまどやま)の山麓にあり、

関西花の寺二十五ヶ所の第十八番で、特に春の五

色椿と秋のハギが有名です。シーズンにはさぞか

し見応えがあるだろうと想像しました。拝観料

400円を納めて入った境内からの奈良盆地の眺め

がこれまた見事でした。また珍しい閻魔大王の像

も拝観することができました。

　ここから円照寺へは東海自然歩道の道標を

チェックしながらの行程となります。お昼は鹿野

園の春日病院近くの草地で、小学生の時の遠足を

思い出しながら弁当を広げ、ひと息をつきました。

　最終目的地の円照寺は別名山村御殿と呼ばれ、

中宮寺・法華寺と並び三門跡寺院の一つです。非

公開寺院のため拝観はできませんが掃き清められ

た参道や静かな門前には尼寺らしい落ち着いた雰

囲気が漂っていました。山門前で記念撮影をして、

充実した一日と田中由美子プロに感謝しながら、

近くのバス停から近鉄奈良駅まで乗車し、無事散

会しました。

　その後、約半数のメンバー（11期～ 23期）が駅

ビル上の中華料理店に入り、楽しく打ち上げをし

たことは言うまでもありません。

　

◆参加の皆様は下記の通りです（敬称略）

田中英明・安部裕子・清水良子夫妻・篠田いづみ（高

9）、押田良樹・後藤武久・村尾俊治（高11）、小泉勝是・

古川幸孝（高14）、土田和男・長野米一・松本耕司・

森藤哲章夫妻・田中由美子（高16）、新見泰朗（高

19）、近藤文雄夫妻（高23）、楠本範子（ゲスト）

■第4回 「里山歩くぞ！ハイキング」

日時／平成 26 年 10 月 19 日 ( 日）

報告／押田良樹（高 11）
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高16期（昭和40年卒業）

近畿地区同期会を開催

日時／平成 26 年 5 月 24 日 ( 土） 12 時半～

会場／曽根崎 「がんこ」 本店

報告／梅木隆志

　春季開催を恒例として、今年も 5 月 24 日（土）

に近畿地区 16 期（昭和 40 年卆）の同期会を梅田

の「がんこ」本店で開催した。

　二次会は近くのミュンヘンへ。これも全員参加

で、一次会からの 4 時間半を高校時代にタイムス

スリップして楽しく談笑した。

　来年は数え年 70 歳の古希であり、さらに参加者

を増やし、開催しようと意見が一致した。

　参加者は、写真の 15 名で過去最多でした。

◆参加者は下記の通りです（敬称略）

（写真前列右から）  山田敬子・森藤哲章・森川葉子・

都田艶子・三成宏二・土田和男　

（写真後列右から）  三吉孜・長野米一・佐々木康雄・

松本耕司・梅木隆志・森光雄・車野巧悦・坪倉司郎・

荻田治

高22期（昭和46年卒業）

関西同窓会を開催

日時／平成 26 年 10 月 5 日 ( 日）

会場／ホテル 「ホップイン」 アミング （JR 尼崎駅前）

報告／鶴羽孝子

　2014 年 10 月 5 日（日）、「第 2 回関西同窓会」

を尼崎で開催しました。第 1 回を大幅に上回る 18

名が出席し、新しい顔ぶれも加わり、いっそう賑

やかな会となりました。

　発起人代表が開会の言葉を述べた後、事務局よ

りこの会の発足と今回の開催について報告しま し

た。この後 “乾杯”が行われ、なごやかな宴が始ま

りました。

　宴の半ば、全員が自己紹介し、北高時代のこと、

仕事や趣味、健康のことなどをスピーチしました。

その後は、席を移動する人もあり、何十年ぶりに

再会した懐かしい友人との積もる話や、“初対面”

同志の新たな親交が持たれました。最後 に、乾杯

と一本締めで締めくくり、次の開催を楽しみにお

開きとなりました。

◆参加者は下記の通りです（敬称略）

■石川章・石橋善和・太田朗夫・倉橋勉・実重祐二・

内藤清志・内藤善夫・永瀬光一郎・堀江正一・村田貢・

吉賀浩一郎

■大浦綾子・大上千恵・木山洋子・鶴羽孝子・西

村紀子・松下和子・三田村真知子
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　昨年の総会での押田良樹常任顧問（高11）の会長

ご勇退、松本耕司会長（高16）の就任、渡辺悟副会

長（高20）の事務局長兼任、三好資子副会長（高20）

の就任と、事務局会議メンバーにも変化がありま

した。

　それを受け、また総会時には押田常任顧問を十

分おねぎらいすることもできませんでしたので、

まずは感謝とご慰労を申し上げることを一番の目

的として、新年早々 23名の有志が集いました。

　席上、松本会長からの押田前会長の5年間のご苦

労に対する感謝の、また押田常任顧問からは事務

局会議メンバーに対する答礼のご挨拶があった後、

参加者全員が所感を述べ合い、一層の結束を誓い

合いました。

　二次会の場所を探していたら、目の前にカラオ

ケが・・・。先輩各位の昭和の歌が何とも心地よ

いひと時となりました。

◆参加者は次のとおりです（敬称略）

【役員】押田良樹・田中一男（高11）、萩野貫悟（高

12）、梅木隆志・土田和男・松本耕司（高16）、小

田一美（高18）、岩田一志（高19）、渡辺悟・物種慶

子・山嵜麻里子（高20）、村田貢（高22）、松本潤（高

23）、糸原直彦（高24）、宍道弘志（高31）

【有志】村尾俊治（高11）、斎尾秀城（高12）、小泉勝

是（高14）、佐野和子（高20）、大浜緑・木山洋子（高

22）

【ゲスト】楠本範子・宮地登美子

日時／平成27年1月10日（土） 11時～

会場／曽根崎「がんこ」本店

　会則第8条に従い、17名の役員の参加を得て恒

例の役員会が開催され、山本雅昭（高7）・押田良樹

（高11）両常任顧問もご出席いただきました。

　松本耕司新会長（高16）からは、まず会長就任の

ご挨拶がありました。次いで、本年度は下記の二

点を中心に運営していくとの方針説明があり、そ

の詳細は3月の事務局会議で検討するとのことで、

役員会の了承を得ました。

①新体制下での事務局業務の再構築

②55周年事業以降の収支バランスの回復が不十

分なことから、支出状況を総点検する。

　また、本年度の総会・懇親会は、11月29日（日）

に中央電気倶楽部でおこなう予定も了承されまし

た。

　その後、ご欠席の青戸元也常任幹事（中68）差し

入れの日本酒をいただきながら、全員がスピーチ

をして、ささやかながら新年の懇親を深めました。

◆参加役員は次のとおりです（敬称略）

【常任顧問】山本雅昭（高7）・押田良樹（高11）【会

長】松本耕司（高16）【副会長・事務局長】渡辺悟

（高20）【副会長】三好資子（高20）【監事】梅木隆

志（高16）【常任幹事】金坂喜好（高15）・岩田一志

（高19）・山嵜麻里子（高20）・冨岡幸子（高35）【幹

事】久保田幸雄（高2）・田村稔久（高6）・山崎杲（高

8）・清水良子（高9）・萩野貫悟（高12）・岡久夫（高

17）・池田喜美代（高19）

日時／平成27年1月24日（土） 11時～

会場／中央電気倶楽部

2015（平成 27）年度

近畿双松会「新年役員会兼懇親会」
2015（平成 27）年度

事務局会議＆有志新年懇親会
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中61（昭16卒）菊田光男 

  高齢になり、遠出は遠慮させていただいていま

す。ご盛会を！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中63（昭18卒）肥塚隆正

　今年米寿を迎えました。お蔭様で元気で暮らし

ております。趣味は陶芸、木彫、水墨、漢詩の作

成です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中64（昭19卒）鐘築光紀

　車椅子での生活ですが、年齢なりに何とか過ご

しています。いつまでも二本松の下での朝礼がな

つかしく想い出されます。(新二本松の一日も早

い成長を)　ご盛会を祈っております。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中65（昭20卒）諏訪秀富

　母校の発展とその栄光とともに、皆様のご多幸

をお祈りします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中68（昭23卒）青戸元也

　近畿双松会のご案内有り難うございました。御

蔭様で歳相応に元気で有り難い事と感謝しており

ます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中68（昭23卒）荒銀昌治

　今年は2度帰省(安来市広瀬町)しました。来年

は1月に松江を訪れる予定があり楽しみにしてい

ます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中69（昭24卒）杵築武彦

　現在療養中。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高1（昭25卒）宇藤二男丸

　当日、地域行事に出席のため欠席致します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高1（昭25卒）永松良夫　

  83歳となりました。いろいろあり老化しました。

すぐ疲れます。でも頑張っています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高1（昭25卒）林原信光

　都合悪く、欠席させていただきます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高1（昭25卒）平山武秀

　元気に過ごしています。当日は先約があって出

席できず申し訳ありません。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高2（昭26卒）久保田幸雄

　事務局の皆様、役員の皆様、いつもご苦労様です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高2（昭26卒）竹森英二

　川柳の句会日と重なりましたので、出席できま

せん。ご盛会をお祈りいたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高3（昭27卒）永井　彰

　年齢相応に、ボチボチやっております。

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高3（昭27卒）周藤マシロ

　いつもご案内をいただき、有り難うございます。

　卒業後大阪へ出て60年余りになりました。お陰

様で、一人暮らしですが何とか元気で過ごしてお

ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高4（昭28卒）泉　寛治

　高齢となり足が弱くなりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高4（昭28卒）藤原小夜子

　10月5日小学校の運動会が台風で中止され、今

月10月8日に実施されました。子や孫はいません

が、地域の小さい連中が出場するので毎年応援に

行きます。学校の体操服で赤、白の帽子、どこに

誰がと見つけるまでに終わってしまいます。

　それでも美しい青空の下で、元気に一生懸命の

姿を見ているのは、最高に楽しく幸せでした。

　12月7日は都合が悪く欠席します。よい会にな

りますよう。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高5（昭29卒）青木謙整

　京都島根県人会会長・大本山東福寺宗務総長共

に退任し、本業である僧侶の世界で法要・葬式等、

ボランティア活動をさせていただいています。御

用がありましたらご利用下さい。お待ちしていま

す。

　当日、京都で会合があり、欠席いたします。皆々

様によろしく！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高5（昭29卒）山田　稔

　高齢になり、行事出席が負担になるような状況

です。失礼ですが欠席させていただきます。ご盛

会をお祈りします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　この近況報告は、昨年の総会の出欠回答時（10 ～ 12月）を中心として、本年2月までに事務局にお寄せい

ただいたものを加えて構成しました。

　半年前後の時差がありますこと、ご承知おきください。
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高5（昭29卒）野津恵子

　なつかしい松高の皆様、お元気でいらっしゃい

ますか。お会いしたいですね。どうぞお元気でお

過ごし下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高6（昭30卒）荻野克彦

　元気です。どうしても出ないといけない会合が

あり、欠席します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高6（昭30卒）森岡敏眞

　いつも盛り沢山な行事ー運営・企画等大変な事

と思います。役員・スタッフの多さの必要がわか

ります。6期では田村氏の責任感にいつも感謝し

ています。

　当日は出席予定でしたが、諸行事が重なり欠席

で残念に思います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高7（昭31卒）寺本好弘

　奈良市で婦人科がん検診に携わっています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高7（昭31卒）廣政俶彦

　8月下旬頃に椎間板ヘルニアを発症し、歩行もま

まならぬ状態ですので、今年は失礼させて頂きます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高7（昭31卒）泉　桂子

　畑とグランドゴルフに熱を入れています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高9（昭33卒）澄川光成

　ご盛会を祈ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高9（昭33卒）田中英明

　植物を見ながらの山野の散策や、家庭菜園など

で過ごしています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高9（昭33卒）伴　稔也

　飛鳥応援大使、奈良国立博物館ボランティアな

ど、結構忙しくしています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高9（昭33卒）真野　透

　当方の事情で欠席させて頂きます。ご盛会を念

じております。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高9（昭33卒）山岡裕明

　10月30日横浜での高9期関東地区同窓会(松九

子会)に初参加。普段お目に掛かれない関東在住の

方々に卒業以来久し振りで対面。旧交を温めました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高9（昭33卒）渡部　優

　松高卒業(9期)、鳥取大医学部卒業後、大阪大

学脳外科勤務(10年間)、近畿大学脳外科(16年)

を経て、現住地甲子園(西宮市)に於いて開業し

て20年になります。

　この間3人の子供(娘)は長女は名古屋、次女は

ロンドン、そして３女は北九州市に嫁し、夫々孫

を4人、1人、2人もうけて幸せに暮らしている。

　我々老夫婦は西宮市甲子園六番町渡部クリニッ

クで、私は脳外科医、妻は小児科医として働いて

おります。阪神甲子園駅を挟んで甲子園球場(南側)

等距離で、(北側)渡部クリニックに在住しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高9（昭33卒）安部裕子

　先月10月17日の里山ハイキングでは大変お世

話になり有難うございました。世代を越えての

人々と楽しい見学と散策、お世話して下さる方々

の下見等、感謝です。

　今回の総会も地区行事と重なり残念ながら欠席

いたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高10（昭34卒）天野正彦

　元気で過ごしています。皆様によろしく。

　・体力づくり一本でハイキング、山登り、ジョ

ギングetc

　・飲み会で同期、会社友人等、1回/月

　・趣味の版画製作、犬の散歩etc

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高10（昭34卒）面白　紘

 10月21日～ 22日、小学校・中学校同窓会を皆生

温泉で行い、19名(内関西から3名)が集まりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高10（昭34卒）佐和田　丸

　私の郷里、飯南町におおしめなわ創作館が昨

年9月、道の駅頓原に隣接して開館しました。飯

南町花栗はしめなわの里として有名で、出雲大社

をはじめ全国各地の神社へ奉納しています。あの

あたりへお出かけの節はぜひお立ち寄りください。

（写真参照）

　健康維持のため、

自転車さんぽを日課

としていましたが、

下り坂で転倒しあち

こちけがをしました。

外科、歯医者へ通い、

今整形外科のお世話になっています。ひざを強く

打ち、この痛みがとれるのはかなり時間がかかり

そうです。皆さん、事故に注意しましょう。

　京都の大谷本廟へ分骨納骨いたしましたので、

折りにふれ参り、そのあと京都見物して帰るのが

楽しみのひとつになりました。京都は、フラット
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ですし見どころも多く楽しいところですね。

　国立九州博物館で「台北故宮博物院展」があり、

家内と行ってきました。日本では、東京・福岡の

2か所のみで開催。本邦初公開「肉形石」をはじめ

同院が誇る神品至宝の数々を鑑賞できて、良い思

い出になりました。舞台裏では、中国が所有権を

主張するのではとの心配もあったようですが…。
（編集注）「肉形石（にくがたいし）」・・清時代・18 ～ 19
世紀。石材の縞目を活かして肉の赤身と脂身に見立て、
染色技法を駆使してタレが染みた豚の角煮を表現した究
極の「神品」。皇帝が日常の政務を執り行う紫禁城の養心

殿で鑑賞されていた。 　

　九博は、東京、京都、奈良に次ぐ美術系の４番

目の国立博物館とのことですが、立地がら東アジ

アの展示物が多いように感じました。また、太宰

府天満宮も参拝、福岡・天神あたりを散策してき

ました。飲食店ではアジア系の客が多いのが印象

的でした。

　個人的にお嫁さんの世話を頼まれています。ご

協力ください。

・本人　1979年生　大学院専修科卒　茨木市内神

社跡取り　結婚後別居

・本人　1965年生　阪大薬卒薬剤師　現在松江市

内の薬局勤務

HPを更新しました。

http://simane.do47.net/kadoya.html

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高10（昭34卒）清水義男

　年令相当にそこそこやっております。ご盛会を

お祈り致します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高10（昭34卒）須山　耕

　介護老人(93才)をかかえており、外出が出来

にくくなりました。皆様によろしく。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高10 (昭34卒) 清水小枝子

　今年は5月に10期の関東方面の会(湖山会)が

あり、10月には松江で卒業55周年の同期会が玉造

温泉一泊で開催されます。

  又、近畿双松会会報で様子を読むのを楽しみに

しています。　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高11（昭35卒）小久江良雄

　毎日元気で活動しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高11（昭35卒）神門英明

　8月に小学校の同窓会で松江に行き、門脇駿介

君、佐川守彦君、田邊美智子さんに逢い、昔話に

花が咲きました。その折、押田会長も若い人達の

同窓会(北高かな？ )に来られていたようです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高11（昭35卒）高本紘史（松江市在住）

　9月28日(日)境港でのレガッタで今シーズンが

終了しました。が、練習は年中続きます。

　いつも連絡をいただき有り難うございます。自

然災害が多かったように感じた2014年も残りわず

か…。おだやかな年末年始であって欲しいものです。

　押田氏にはいつも応援してもらい感謝しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高11（昭35卒）村尾俊治

　元気にやっています。総会準備等ご苦労さまで

す。よろしく。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高11（昭35卒）湯川好満

　隠岐民謡協会奈良支部「光城会」で尺八、唄を練

習しています。

　〔宣伝〕会員の北西椎菜采さんがH26．12．

14(日)PM3:05 ～ 3:49にNHK総合テレビへ出演し

ます。興味のある方はチャンネルを合わせてみて

下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高11（昭35卒）中林知子

　幹事の方々のご尽力に感謝申し上げます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高12（昭36卒）景山精二

　まだ元気です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高12（昭36卒）斎尾秀城（松江市へ転居）

  近畿双松会の皆様。関西ではいろいろとお世話

になり有難うございました。

  小さいながら叶わぬ夢と思っていた故郷への帰

還を敢行したまでは良かったのですが、持ち運ん

だダンボールの多さに呆然としているところです。

  エイヤッの掛け声にて多くを処分したい気持と、

いやいやそうはいかんやろ、という気持との間で

心揺れる毎日です。これ欲ボケかな？と一人苦笑

しています。

  この分だと半世紀ぶりの松江を愛おしく満喫す

るのはいつの事やらと案じているところです。

  とはいえ、愛犬と散歩する朝夕の宍道湖の風情

には十分満足しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高12（昭36卒）福間昭光

　ご案内をいただきながら欠席ばかりで申し訳あ

りません。

　小さな山荘(Cottage)を1997年に造りました(大

山の山ろくに)。71才の今、年間130日程はそこ

で生活し、玉湯の先祖伝来の畑で梅・柿・栗の栽

培を楽しんでおります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会員近況報告
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高12（昭36卒）大和建雄

　健康老人です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高12（昭36卒）山本輝夫

　後期に進級まで3年。モノ忘れに加え各パーツ

に錆び、ユルミも目立ち、平均寿命と健康寿命の

イコールフィッティングは至難の技と痛感。ロコ

モ予防にとジムでジョギング(30分)、筋トレ、泳

ぎ(１㎞)を月に20回程度。
（編集注）ロコモとは運動器症候群：ロコモティブシンド

ロームの略。

　オックスフォード大にて脳外科の基礎研究を続

ける三男家族がこの夏6年振りに本格帰国する予

定で心待ちにし、カウントダウンに入っていたが、

孫娘の現地大学進学で先延ばしになり落ち込む…。

　全米OP準V・郷土のスーパーヒーロー”エア・ケ

イ”君の大活躍に勇気を貰い、元気回復。だんだん。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高12（昭36卒）安部悦子

　お世話を戴き、有り難うございます。　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高12（昭36卒）今井洋子

　昨年40年振りに千里に戻って来ました。

　1 ヶ月に1 ～ 2回カルチャーセンターでトール

ペイントを教えてるものですから名古屋に出かけ

てます。たまたま12月7日も名古屋です。残念で

すが欠席させていただきます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高13（昭37卒）安部正毅　

　モンゴル国の技術支援でウランバートルに行っ

ています。

　国内では繊維産業のための企業への支援と大学

での教育に精を出しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高13（昭37卒）今井勝治

　67歳まで働き、現在古稀となりました。妻は現

役(教師)、子供は2人、孫各2人。将来は松江市

に移住を考えています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高13（昭37卒）桑原洋史

　20年以上空き家にしている故郷の我が家、こ

の夏の蒸し暑い日に、久し振りの掃除をしました。

その時ダニ？に襲撃されました。全身を咬まれ、

両下肢には水疱多数。今夜はこの家では泊まれな

い、と思いました。

　松江で宿を捜したのですが、全くありませんで

した。こんな緊急事態なのに、一部屋もないのか

と、観光客で賑わう松江を恨みました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高13（昭37卒）村田雅子　

　お世話下さいまして有り難うございます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高13（昭37卒）八板洋子

　孫と義母(100歳)の世話で忙しい毎日です。　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高14（昭38卒）加藤巡一

　12月4 ～ 5日大津市で同期会を行います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高14（昭38卒）木村修芳

　毎月、3～ 5日は松江へ帰っています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高14相当（昭38卒）小泉勝是（山口高校卒）

  近畿双松会入会3年目、各行事への積極参加を

目指し、以来会員の皆さまとの交流が広がってきた。

  昨年からは大阪府の高齢者大学に“越境入学”し、

「子ども科学・手作りおもちゃ」を週一日のペース

で学び始めた。実は入学のきっかけは近畿双松会

にあり、古稀を迎えて新しい友人たちとの出会い

を楽しんでいる。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高14 (昭38卒) 木幡是正

　9/下旬、10年ぶりに東京へ。

　①六本木のオルセー美術館展すばらしい！特に

ミレーの「晩鐘」、遠くの教会から祈りの情景の中、

カネの音が聞こえてきました！名画ってすごいね！

　②上野のボストン美術館の北斎展、本物の浮世

絵、超一品は荒波の遠くに富士山のあるアレです！

　☆本物の世界はすばらしいですね！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高14（昭38卒）富永寿郎

　小生一人で歩くことがむつかしい身体になって

しまいました。現在リハビリ中です。早くよくな

るように頑張っています。来年は是非参加致したく。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高14（昭38卒）三好洋二

　年々再々、月日が経つのが早くなりました。た

だ、残りを長いとも思わず短いとも嘆かず。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高15（昭39卒）東郷範子　

　皆様(同期の)にもお会いしたいのですが、足を

悪くしましたのでちょっと出かけにくいのでよろ

しくお伝え下さいませ。欠席ばかりですみません。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高16（昭40卒）松本耕司

　小泉八雲にはまっています。渡辺悟氏（高20）に

紹介されて「新編 日本の面影」（角川文庫）を読み

ました。その面白さにつられて「神々の国の首都」

（講談社学術文庫）、「小泉八雲集」（新潮社）にま
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で手を伸ばしました。

　そして、偶然、松江駅の今井書店で「八雲の妻 

小泉セツの生涯」（今井書店）を手にして、読んで

泣きました。

  没後110年、年をとらぬとわからないことも多

いけど、我らは母校の元教師八雲先生のこともセ

ツさんのことも、もっと学び、知るべきではなかっ

たかと今にして思っています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高16（昭40卒）三成宏二

　元気にしております。近隣自治会の臨時総会と

かち合ってしまいましたが、遅れて出席させても

らいます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高16（昭40卒）三吉　孜　

　今年は、趣味の写真で全国的なコンテスト入賞

など充実した年でした。来年は将来に備えて変化

の年になりそうです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高16（昭40卒）森藤哲章

　定年退職し、そして再雇用の2年間も終わりま

した。亡き同級生の親族から依頼があり、幸いこ

れからもしばらくサラ

リーマン生活が続きそ

うです。

　定年・再雇用終了の

記念として、妻と南ア

フリカのケープタウン

まで観光旅行に行って

きました。その時の記

念写真を添付します。

　また、昨年9月の姫路の歴史ウォーキングの際、

播磨国分寺で頂いた桑の木が我が家の畑で成長し

て行くのを楽しみに、春を待っているところです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高16 (昭40卒) 伊藤育子

　日程が合わず、ご無礼します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高17（昭41卒）浅津民夫

　年令に合った仕事を続けさせてもらっておりま

す。幹事の皆様ご苦労様です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高17（昭41卒）岡　久夫

　17期の皆さんへ。

　今般、縁あって近畿双松会の17期幹事を引き受

けることになりました。同期の皆様には今までの

不義理をお詫びし、今回の幹事就任をご了解賜り

ますようお願い申し上げます。

　私も松江を離れてからほぼ半世紀が経ち、神戸

で骨を埋める事になりますが、特に最近故郷を忘

れ難く、同郷の皆様と会えば瞬時に気持ちがワー

プして青春時代となります。

　昨年、現役を引退し年金頼りですが、近畿双松

会の中で17期が盛り上がるよう微力ながら相い務

めますので、同期皆さんのご協力・ご支援を切に

お願いいたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高17（昭41卒）木島光子

　所属しているサークルの忘年会と重なったため、

今年度の総会は欠席いたします。申し訳ありません。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高17（昭41卒）原田博子

　写真を趣味としていますが、北海道で偶然16期

の三吉孜さんと同じツアーでした。近畿双松会に

出席するよう勧められましたが、今回も都合によ

り欠席させていただきます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高18（昭42卒）太田善博

　法事と重なりましたので、欠席させて頂きます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高18（昭42卒）小田一美

  皆さんこんにちは。今年度より18期の期別幹事

を仰せつかりました。よろしくお願いします。

  我々 18期は団塊の世代として卒業生は多いので

すが、なぜか近畿双松会への出席率が良くなかった

ようです。今後一人でも多くの仲間が集まるように

少しずつ人の輪を拡げていきたいと思っています。

皆様のご指導とご協力、よろしくお願いいたします。

  なお、3月1日に近畿在住者の同期会を初めて開

催いたしました。感謝です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高19（昭43卒）岩田一志

  幹事の岩田です。19期の皆さん、それぞれお元

気で第二、第三の人生をお過ごしのことと思います。

  それをより楽しいものにする為にも、年に一度は

近畿双松会の場でお会いでき、昔を懐かしみながら

同期の皆さんと歓談できればいいなと思っています。

  ぜひ総会懇親会にご参加ください。お待ちして

います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高19（昭43卒）新見泰朗

　今年は歴史(姫路)、里山(奈良)両方に参加さ

せていただき、好天のもと大いにリフレッシュさ

せていただきました。

　総会は今年1月2日に94歳で亡くなった母の一

回忌が12/7に広島である為、欠席させていただき

ます。ご盛会お祈りいたします。　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会員近況報告
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高19（昭43卒）槇原　隆

　定年退職後の生活をエンジョイしています。ご

案内いただくも欠席で申し訳ありません。皆様の

ご健勝をお祈りします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高19（昭43卒）万波迪義（陸上競技部OB）　

  陸上部出身の皆様へ。

  私が近畿双松会に初めて参加させていただいて

から4年になりますが、今では、毎年の楽しみに

なっています。（二次会も楽しい！）

  また、この前、陸上部の先輩方の新年会にも参

加させていただきましたが、懐かしい話ばかりで、

現役のころ（50年ほど前）に戻ったようなわくわく

した感覚が今でも忘れられません。

  そこで、この感覚（希望にあふれ、グランドを

走り回り、汗も涙も流した10代の頃）を、もっと

多くの方々と共有できればいいなと思っています。

  陸上部出身の皆さん（老若男女を問いません）、

陸上部OB・OG会をやりませんか？ 幸い、松本近

畿双松会長も陸上部出身ですので、我もと思わん

方は、松本会長に一報を！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高19（昭43卒）江守久美子

　来年3月まで働くつもりでおりましたが、体調

を崩し6月で退職し専業主婦になりました。22年

間大好きな図書館で働けたことは幸いでした。

　又、参加させていただくこともあると思います。

その際はよろしくお願い致します。　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高20（昭44卒）三好資子

  私の夫は松江北高出身ではないのですが、近畿

双松会の親睦行事にはもれなく付いて来ます。土

日開催が多いので、こちらも一人で出て行くのは

気が引けるものですから、つい「あなたも参加す

る？」と誘ったのが始まりです。

  今では結構楽しみにしていて、殆どの行事に顔

を出しています。さすがに、総会には出席しま

せんが、「今日はご主人はご一緒ではないのです

か？」と冷やかされるほどに。

  ご迷惑でしょうが、今後ともよろしくお願い申

し上げます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高20（昭44卒）山嵜麻里子

　9月上旬に自転車事故にあい、左足の甲を損傷。

1 ヵ月以上経っても左足を引きずって歩いていま

す。シニアの自転車事故は多いそうです。気は若

くても、身体は確実に老化していると思い知った

次第。皆さん、自転車事故にはご注意を！！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高20（昭44卒）渡邊ゆかり

　新校に移って早3年目です。相変わらず老体？！

にムチ打って頑張っていますが、田舎の母も年老

いてきて帰省することも多くなりました。65歳

目前ですが、仕事を辞すのもボツボツ潮時かなと

思っています。皆様お元気で！！　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 石川　章

　平凡な老後生活を送っています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 岩田邦雄

　現在は四国の香川県に住んでエンジョイ致して

おります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 村田　貢

　10月5日に尼崎で関西同期会を開きました。今

回は18名の参加でした。新しい顔ぶれが増えると

喜びも楽しさも倍増しますね。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 大浦綾子

　所用の為、欠席させていただきます。ご盛会を

お祈りいたします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 大上千恵

　10月5日に関西同期会に出席しました。なつか

しい人、はじめての方々、いろいろな人達に会え

て 、楽しい1日を過ごしました。

　娘夫婦と同居しており、3人の孫(6歳、3歳、1歳)

の子守の日々の中で、自分だけの時間を過ごさせ

ていただきました。この機会を作ってくださった

発起人の方々に感謝している次第です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 大浜　緑

　家族の用事が重なり、今回は欠席します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 鈴木厚子

　子供が4人いますが、やっと一人目が結婚する

ことになり、初めての事でわからぬ事ばかり、ア

タフタしています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 鶴羽孝子

　所属する合唱団の行事があり、欠席させていた

だきます。ご盛会を祈念申し上げます。

　12月27日、ザ・シンフォニーホールにて「第

九」演奏会に合唱団の一員として出演いたします

(パート：ソプラノ)。聴きに来て下さいませ。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高22 (昭46卒) 西村紀子

　紅葉の美しい季節となりました。幹事の皆様に
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は大変お世話になり感謝いたしております。

  卒業してから月日が経過しても母校と松江への

思いは色褪せることはありません。次回、皆様に

お会いできるのを楽しみにいたしております。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高24 (昭48卒) 野津正明

　平成25年7月1日、総務省を近畿総合通信局長

を最終に退職。同年10月1日(財)テレコム先端

技術研究支援センター (SCAT)に再就職。現在、同

財団理事・事務局長。（勤務地も住所も関東へ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高26 (昭50卒) 福間則博

　泉校長先生には、母校のために頑張って頂きた

いと思います。(卒業同期です)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高26 (昭50卒）松村聡

　26期の同期に声掛けさせていただいております

ので、当日連絡なしでの参加がありましたら、ご

対応お願いします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高26 (昭50卒) 松本義明

　2年前から、中国の子会社(日新電機(無錫)有

限公司)の総経理(社長)をしております。近くに

来られたら、お寄り下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高27 (昭51卒) 三浦　清

　社用で既にスケジュールが入っており今回も参

加出来ません。申し訳ありません。皆様に宜しく

お伝え下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高28 (昭52卒) 向山仁恵

　四月から熊本に転居しております。近畿双松会

の皆様お世話になり有難うございました。益々の

ご発展をお祈り致しております。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高29 (昭53卒) 太田春樹

　懇親会当日、皆様にお会いできるのをとても楽

しみにしています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高29 (昭53卒) 達山　暢

　26年6月末で山陰合同銀行を退職し、7月より

出雲市の株式会社丸三で勤務しています。新しい

職場は毎日がチャレンジの連続ですが、銀行時代

32年間に先輩や同僚、お客様方に教わったことの

すべてが活かせています。

　近畿双松会にも可能な限り参加し続けようと考

えています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高36 (昭60卒) 関谷知之

　10/1 付人事異動により松江に帰りました。尼

崎在勤中はお世話になりました。盛会を祈念申し

上げます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高59 (平20卒) 築山健一

　司法修習で埼玉におりますので、残念ながら参

加することができません。来年の総会に参加させ

て頂くのを楽しみにしております。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高64 (平25卒) 宇田川幹生

　大学二回生になり、だいぶんこちらの生活に慣

れてきました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高64 (平64卒) 中西祥平

　高校時代お世話になりました皆様、友達の皆

さん(近畿双松会の中では特に吉持主税君としば

らくお会いできておらず気がかりですが)を始め、

皆様お変わりありませんか。

　齢二十になりまして、酒を少し覚えました。松

江へるんビール、美味しいですね。来年の成人式

にて特に同期の方々には故郷でお会いできるもの

と期待しております。

　最近、独逸語に毎日苦しめられております。誰

か助けて下さい(笑)。

　大阪府箕面市にて。平成26年10月12日

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高64 (平64卒) 秋月美澄

　大学に一浪を経て入学して半年が過ぎて生活の

ペースも安定してきました。バレー部に入部して

最近は特に寒いですが練習を頑張っています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高65 (平65卒) 島田きさら

　授業、サークル、バイト…と忙しいけれど、充

実した毎日です。一人暮らしにもようやく慣れて

きたように感じます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高65 (平65卒) 吉原　蛍

　看護師になるため、日々頑張っています。

会員近況報告
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１．前号で述べたとおり、実家はしょうゆ・みそ

の醸造販売をやっていましたが、兄の急病死で廃

業しました。

　残った大量の醸造用具は、苦労して揃えた亡父

亡兄はもとより、昔、大きな 20 石樽は馬車で運ん

だとのこと、運んで

くれた馬の諸君に対

しても、産廃廃棄処

分するには忍びない

し申し訳ない。民博

はじめ全国各地の博

物館・資料館に体当

たりで頼み込んで保

存・展示して貰うこ

とになった。

　さいわい各館とも

快諾して頂き、保存

に協力いただいた各

館には心から感謝し

ています。

（編集注：前号 55 周年記念会報のＰ 83 に掲載。実家は

旧頓原町。民博は吹田の国立民族学博物館）

２．ところで、拙稿を読んだ実にたくさんの方から、

さまざまな意見・感想が寄せられました。

　面白かった、感動した。地元島根県で保存できず、

他県へ流出・保存されるのは県関係者として残念、

再発防止策を考えた方がよいのではないか。文化

財は社会全体として後世に残していかなければな

らないもの、あなたの奮闘に敬意を表します。私

も文化財的保存価値のあるものを保有しているが、

保存先に悩んでいたところで、貴殿の保存方法は

非常に参考になりました。また、これはこの上な

い先祖供養にもなったのではないか。貴家の用具

が民博をはじめ、全国各地の博物館・資料館の資

料充実に貢献したことは、たいそう意義あること

でかつ喜ばしいことです。等々…。

　今後、県の施設統合で空き施設ができれば、民

俗資料館に転用するなどして、受け入れを考えて

もよいかもしれません。

　

３．醤油・酒の瓶レッテルは、頭、肩、腹の 3 種

類のレッテルがありました。（資料：カドサ醤油の

レッテル参照。）

　頭レッテルについては、昔はコルク栓でしたか

ら、美観のため頭レッテルを貼りました。現在は

綺麗な金属栓に変わりましたから、頭レッテルは

不要になり使われなくなりました。

　よくご存じのとおり、肩・腹レッテルは現在も

各社で使用されています。

４．蓋なしを「桶」、蓋つきを「樽」と言うが、今

はまとめて「木桶」ということが多い。

　桶は使い回しされてきた。まず酒屋が酒桶をつ

くり、20 ～ 30 年で寿命がくると、今度は醤油屋

や味噌屋が買い取り、箍（たが、竹を割ってたが

ねた輪）を締め直し 150 年ぐらいは使えるらしい。

　しかし、桶は不衛生だ、不便だという風潮のも

と、ホーローやステンレス製に置き換わりつつあ

る。一方、木桶を見直す人も少数派であるがしぶ

とく存在している。木桶は唯一、空気を通す器です。

微生物が住みつき、醸造がうまくいき、醤油や味

噌が美味しくできるというのがその理由だ。木桶

の方がオッケー！派も、今なお一部健在です。

　

５．コーヒータイム／風が吹けば桶屋がもうかる話

　風が吹くとホコリが舞う。そのホコリが目に入

ると眼病になる。これが悪化すると盲人になる。

盲人になると三味線を習いだす。三味線が売れれ

ば猫の皮が必要になる。猫を捕えるとネズミがの

さばる。怖いものなしのネズミどもが桶をみんな

かじってしまう。そこでおかみさんたちが新しい

桶を買いに来るので、桶屋大盛況という一大顛末。

世の中はどこかしらでつながっているものなので

ある。

　（日本のことわざから）木桶がホーローやステン

レスにすべてとってかわると、この話も、過去の話・

昔物語になってしまうかもしれない。

　　

６．HP（http://simane.do47.net/kadoya.html）

も更新しています。

　併せてご笑覧くだされば幸甚です。

『国立民族学博物館と実家』

～ 2013（平成 25）年度「設立 55 周年記念会報」投稿の補遺～

　　　

佐和田　丸（高 10）

カドサ醤油 工場の大煙突
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カドサ醤油のレッテル説明

カドは屋号かどやのカド、 サは家名佐和田家のサに由来します。

上段　頭レッテル ：

　昔はコルク栓で美観の為上から頭レッテルを貼りました。 現在

はコルクから金属製に変わり、 使用されなくなりました。

中断　肩レッテル ：

　ビンの肩に貼るレッテル。 現在も使用されています。

下段　腹レッテル ：

　ビンの腹に貼るレッテル。 現在も使用されています。

麹室内部

醤油仕込蔵カドヤ醤油店舗（看板は国立民族学博物館で保存）

仕込蔵内部

自由投稿 『国立民族学博物館と実家』
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タイトルが入ります

●高橋一清（たかはし かずきよ）氏プロフィール　――――――――――――――――――――――

　昭和 19（1944）年、益田市に生まれる。益田中学校、山口高校、早稲田大

学を経て、同 42（1967）年 3 月、文藝春秋に入社。各誌編集部員、編集長を

平成 17（2005）年 3 月まで務める。その間、日本文学振興会理事、事務局長

として芥川賞、直木賞などの運営にあたる。同 17 年の 4 月より松江観光協会

に観光文化プロデューサーとして赴任。文化観光を基調とした松江の魅力を国

の内外に発信している。また、松江に作家を招聘し、「松江文学学校」を主宰、

全国から受講生が来松している。近ごろ、「新作怪談」の執筆を呼びかけ、作

品公募をして話題を集めている。著書に『あなたも作家になれる』『編集者魂』『作

家魂に触れた』『百册百話』、編著に『松江観光事典』『和の心　日本の美　松江』

『松江　文学への旅』『ガイドブック美保関』『石見観光事典』『松江特集』、共

編著に『古事記と小泉八雲』がある。日本一の町の文化情報誌といわれる「湖

都松江」の編集にあたっている。松江市在住。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

自由投稿 『松江のたからもの』

　皆様は高橋一清氏をご存じであろうか。益田生

まれの島根県人で、現在は標記のお立場で松江の

観光文化の振興のために大車輪のご活躍をいただ

いている。

　

　私は昨年 5 月 31 日、近畿双松会とは協力関係に

あるふるさと会、近畿松江会の一員として島根半

島をめぐるバスツアーに参加した。郷里本庄を通

る旅で欠席はできないという思いはあったが、そ

れ以上に高橋氏のお話を聴けるのが最大の楽しみ

であった。

　高橋氏の講演は美保関「美保館」の和室に座布

団を敷き、丁度寺子屋で先生が生徒に講義をする

という形式でおこなわれた。訥々とした語り口で、

少しでも多くのことを伝えようというお気持ちが

うかがえ、参加者もいつしか引き込まれて至福の

ひと時となった。

　お話のテーマは、松江には沢山の「たからもの」

があることを、松江を郷里とする人々はよく認識

し、このよさを持続、発展していくよう心がけて

欲しいということであったと理解している。

　私はこの素晴らしいご講演内容をできるだけ多

くの人に知ってもらいたいと思い、高橋氏のご確

認をいただいて昨年の近畿松江会報“だんだん”

に寄稿した。そしてこのたび、近畿双松会員の皆

様にも是非お知らせしたいと思い、再び高橋氏の

ご好意にすがった次第である。松江会にも入会し

ておられる会員の方は再読になるが、趣旨に免じ

てご容赦をいただきたい。

　今、高橋氏は地域の文化情報誌としては出色の

評価を得ている「湖都松江」の編集に余念なき日々

をお過ごしであるが、会員の皆様には是非「湖都

松江」をお読みいただくこともおすすめする次第

である。

　あらためて、ご無理なお願いをお聞き届けいた

だいた高橋氏に感謝を申し上げ、下記に講演骨子

を報告させていただく。

　

　高橋氏は、まず松江を訪れた文豪、作家たちの

松江の印象から話を始められた。

『松江のたからもの』

～ 2014 年 5 月 31 日、高橋一清氏のご講演のご紹介～

（松江観光協会観光文化プロデューサー、元文藝春秋各誌編集長）

松本耕司（高 16）　　　
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タイトルが入ります

（１）作家たちを癒した松江の「水」の力

■芥川龍之介（1892 ～ 1927）

　失恋の痛手を癒すために、芥川は旧制第一高等

学校からの友人、井川（恒藤）恭（松江市生まれ、

旧制松中 26 期、法学者、初代大阪市立大学学長）

に誘われて、大正 4（1915）年 8 月 5 日より 17

日間、松江に滞在しました。そして井川は芥川を

海水浴に連れ出すのです。鹿島の古浦、大社の稲

佐の浜、大田の波根での海水浴など山陰の大自然

に身を投げ出して、すっかり元気を取り戻し、真

山の城跡（法吉町、白鹿城の北隣）にも登ったり

しています。帰京後、出世作の『羅生門』を書き

ました。そういう芥川です。松江の印象を「縦横

に貫く川の水と多くの木造の橋、水に浮かぶ美し

い都市」と書くのはうなづけます。

■志賀直哉（1883 ～ 1971）里見弴（1888 ～ 1983）

　志賀は後に小説の神様と言われます。志賀にとっ

ての神様はラフカディオ・ハーン（1850 ～ 1904）

でした。ハーンの簡明な文章に多くのことを学び

ました。松江に来たのはハーンへの追慕もあった

と思われます。大正 3（1914）年 5 月より約百日

間、5 歳年下の里見弴とともに松江に滞在しました。

二人の松江暮らしの目的は都会での生活、人と人

との交渉に疲れた上での「生活の立て直し」でした。

廓通いをして、いわゆる花柳病を患ったり、決し

て健康な暮しではありませんでした。そういう二

人を宍道湖、美保関、加賀の潜戸などの松江の自

然が慰めます。志賀も里見も人生苦、創作苦など

の転換期にあり、それを乗り越えるきっかけをこ

の松江滞在で得たようです。志賀はこの間に大山

寺蓮浄院へ行きます。そこでの体験を後に『暗夜

行路』に生かしています。

　

　芥川も志賀も悩みをかかえていましたが、松江

の川、海、自然はそれを癒す力を持っていた。特

に『水』の力の偉大さを感じるのです。

　

■田山花袋（1872 ～ 1930）

　花袋は明治 39（1906）年 10 月、帰郷した女弟

子を広島の上下町に訪ねた後、島根県に入り、松

江を訪れ皆美館に宿泊します。女弟子岡田美千代

への恋慕を断ち、帰京後にその思いのほどを赤裸々

に『蒲団』という小説に書きました。　　

　これが日本特有の小説の形と言われる「私小説」

の始まりとなります。

　花袋は松江や島根が大好きだったようで、以後、

大正 4 年 5 月、大正 12 年 6 月に来訪し、島根の

町や村、海や山や川をめぐり歩き、紀行文を残し

ています。

　

■島崎藤村（1872 ～ 1943）

　昭和 2 年（1927）年 7 月 8 日より 12 日間、山

陰を旅行し、紀行文『山陰土産』を著わしています。

この旅では松江が大層気に入り、皆美館に 4 泊し

て、松江の各所や美保関、そして北浦をめぐって

います。旅は次男の鶏二を伴っていました。二人

は松江の水の力に身を委ね、体も心も和ませて、「東

京に帰るのをやめて、いっそ松江の人になろうか」

と語り合ったと書いています。島根半島をめぐり、

船から見た絶壁の印象を晩年の『東方の門』に記

しています。

　足を伸ばした石見では中世の面影が残る益田で

雪舟庭園の石の美に感動し、国境いの町津和野に

は、信濃と美濃の国境いに生まれた藤村は特別な

関心を示しています。中山道の山間の宿場を舞台

に、個人の運命と歴史の動向を重層させた『夜明

け前』を構想中の藤村が、ここで新たに向かう小

説への確信を得たと言っていいでしょう。

　こうしてみると、日本の近代文学の代表的な作

品の誕生のすべてに「松江」が大きく関わってい

自由投稿 『松江のたからもの』
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ることがわかります。あらためて『水の力』を思

います。

（２）地元の二人の偉人を紹介

　外来の文士のことばかり語りましたが、地元の

人であまり知られていない二人を紹介します。

■本
も と え や  ご ん い ち

栄屋権市（美保関七類の漁民）

　嘉永 3（1850）年に遭難し、2 年間外国で暮ら

した後、帰還しました。幕末の第 10 代松江藩主松

平定安が面会し海外事情を聞きます。権市は名字

帯刀の士分に取り立てられ「森脇森之助」となって、

軍艦「第一八雲丸」（10 万ドルで買った英国製の

鉄の軍艦）の船長を命じられています。幕末のこ

ろ松江藩は木綿、人参、タタラなどで豊かな財力

を持ち、「第二八雲丸」も所有するほどでした。権

市こそ松江版のジョン万次郎とも言うべき人です。

　

■増田　渉（中国文学者　1903 ～ 1977）

　魯迅が最も敬愛した日本人は他でもない増田で

す。鹿島町恵曇の片句の生まれ。旧制松中 42 期、

旧制松江高校から東大へと進み、卒業後、訪れた

上海で魯迅と出会いました。魯迅という作家と中

国の生々しい現実を日本に知らせ、1935 年の『魯

迅選集』は当時 10 万部を超える大ベストセラーと

なりました。

　島根大学に中国文学科をつくり、その後も各地

の大学で教え、同学の俊英を育て、多くの文献を

残し、日中文化交流に尽力しました。その人柄の

良さ、謙虚さ、「含
がんしゅう

羞の人」は松江人の美質として

多くの人から慕われています。

　

（３）松江城も「たからもの」

　松江城は黒板壁で、姫路城のような漆喰壁では

ありません。これだと 20 年に一度は塗り替えが必

要です。板壁は 100 年一度の修復ですみますから、

維持管理の経費は五分の一です。その分、民への

税も加減されます。城は戦闘を第一の目的におい

た実用的な作りです。富田城を壊したあとの廃材

も活用するなど倹約し、合理的な築城のあとがう

かがえます。

　また、大坂城より桁行、梁間とも一間づつ狭く

するなど、堀尾吉晴が豊臣家への恩顧を忘れない

ようにしたとも言われています。

　「城」は象徴的な建造物です。「松江城」を見て

育つ松江の人には、合理的な考えや質素倹約の暮

らし方が根づき、松江人の気質を形づくってきた

と私は思うのです。

（４）和譲の精神も「たからもの」

　現代を代表する言論人で「知の巨人」と言われ

ている立花隆氏（1940 ～）が注目すべきこととし

て「和譲の精神」を挙げています。（2013 年 6 月

14 日山陰中央新報に寄稿）

　その中で、立花氏は出雲大社大遷宮事業に触れ、

あらためて「出雲が神話のふるさと」であり、神

話が今の出雲の生活空間のあちこちで生きている

と感じたと記されています。

　そして、スサノオと田中角栄を二つの「荒ぶる

神」として比較され、田中角栄の荒ぶる魂を鎮め

ることができなかったから、その後の日本の政治

の救いがたい混迷を招いたように思うとされ、な

ぜ、現代人はオオクニヌシの「国譲り」の知恵（出

雲人のいう「和譲の精神」）に学ぶことができなかっ

たのだろうかと結ばれています。

　このような着眼で出雲を観ている立花氏には、

さらに理解を深めていただき、新たな発見をして

いただきたいと、折あるごとにお願いしているの

です。その「古代出雲」発祥の地は、他あらぬ松

江なのです。

…………………………………………………………

　高橋氏は以上で講演を終えられたが、私たちは

何かとても大事なことに気づかされ、松江に生ま

れてよかった、この「たからもの」を大事にして

いこうと、おそらくは皆が思ったのではないだろ

うか。とても有難く、全員で感謝の拍手を贈った

次第でした。
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（５）後日談「花森安治先生」のこと

　講演後の懇親会で、私はかつて勤めていた会社

での先輩の奥様があの「暮しの手帖」の花森安治

のひとり娘でいらっしゃったことから、一昨年、

高橋氏が企画された島根県立美術館での「花森安

治展」の御礼を申し上げさせていただいた。

　それはそれで終わったと思っていたが、何とそ

の後、高橋氏からご丁寧なお手紙をいただいた。

高橋氏にとって花森安治は大変気になる存在で、

その原点が旧制高校時代を過ごした松江にあると

考えておられ、私との僅かな会話の中でも奇縁を

感じたとして、資料まで同封いただくという真に

ご丁寧なものであった。

　私は、高橋氏の編集者魂やお人柄にあらためて

触れた思いがし、更にさらに大ファンになった次

第である。

　

■花森安治（編集者　1911 ～ 1978）

　神戸生まれ、旧制松江高校・東大卒。夫人は松

江の人。戦後『暮しの手帖』を創刊。流行を追わず、

生活の合理化を図り、ものを大切にと言い続けた。

そして、ほかでもない松江には、堅実で合理的な

暮らしが受け継がれている。

（６）終わりに

　おそらく、ふるさと松江は、今、高橋氏という

松江のよさを発掘、再確認、発信していくための

最高のプロデューサーを戴いているのではないか

と思う。郷土のために今後のご活躍を心からお願

いし、お祈りする次第である。

　なお、会員の皆様には、高橋氏の編集者として

の半生の記『百册百話』（青志社刊）と、地域の文

化誌として評価の高い松江文化情報誌「湖都松江」

（編集統括高橋一清、松江市文化協会刊 0852-26-

1157）のご購読を是非おすすめしたい。

　最後に、高橋氏が紹介する花森安治の言葉を「松

江のたからものの一つ」として引用し、ご報告を

終わらせていただく。

　

　日本人の暮らし方の、ひとつの原型が、ここに

いきているのである。

　空気の明るさと、あまさと、この上なく美しい

町並みである。

　日本人みんなの心になぐさめと安らぎを与えて

くれるなにかが、ここに生きている。

（『暮しの手帖』75 号『水の町　松江』-1964 年）

自由投稿 『松江のたからもの』
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タイトルが入ります協賛広告

弁護士 　 新　谷　勇　人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（松高 11 期）

事務所
〒 530-0041　大阪市北区天神橋 2-3-10 の 201

tel: 06-6882-0891   fax: 06-6882-0892
               e-mail:  arayaisahito@gmail.com

佐和田司法書士事務所（松江市）顧問 
島根県・遣島使　縁結びボランティア 

　佐 和 田　　丸   （松高 10 期）

〒573-1182 大阪府枚方市御殿山町 11-33-610
電話・FAX  072-848-7417 

 E-mail:  malu122@nifty.com  
HP: http://simane.do47.net/kadoya.html

神々のふるさと山陰　http://furusato.sanin.jp/

以下縁結びコーナー
・求妻　1979 生　大学院専修科　茨木市内神社跡取　結婚後別居
・求妻　1945 生　阪大薬卒薬剤師　松江市内薬局勤務
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TOYO

鉄道車両用、船用、電気部品の製作



近 畿 双 松 会 報
2014（平成26）年度版　通巻 56号

発効日／平成 27年 3月 31日
編集兼発行者／近畿双松会
発行所／近畿双松会事務局
所在地／〒 550-0002

大阪市西区江戸堀 1-21-35
㈱トーヨーコーポレーション内
TEL 06-6443-2062
FAX 06-6443-9736

郵便振替口座／ 00910-0-103665
近畿双松会

編　集　 後　 記

　「設立 55 周年記念号」だった前号は、背表紙付き 127 頁。それに比べると今号は

かなりコンパクトになりました。ただし、ご覧になってお分かりのように、内容は

実に盛りだくさん。編集側が言うのもなんですが、楽しく、ためになる会報になり

ました。ご講演いただいた宮﨑尚子さんはじめ、原稿をお寄せいただいた皆様に改

めて御礼申し上げます。

　押田良樹会長から松本耕司新会長へ。2014 年度総会で会長交代の人事が承認さ

れました。お二人のあいさつの言葉を借りるなら、「心のオアシス」を「次代につな

いでいく」ためのバトンタッチ。押田会長、５年間ご苦労様でした。私も新役員陣

の一人として微力を尽くしたいと思いますが、今号も何から何まで松本会長のお手

を煩わせてしまいました。

（渡辺　悟＝高 20　副会長）


